
Ⅰ．奨学生の募集と選考

1 ．2025 学年度奨学生数と選考

（1）応募と選考
2025学年度奨学生採用数は、前学年度889 名から61名増加の 950 名枠とし、964 名の採用となりました。

採用枠に対して実際の採用人数が 14 名多いのは、休学延長奨学生１名と、地区奨励奨学生および半年の奨学期間の奨学生を１
名枠で２名採用した増加分32名と特例申請による指定校推薦追加採用１名の計34 名から、指定校推薦対象枠３名枠の未消化、
海外応募者対象奨学生14 名の未消化、海外学友会推薦奨学生３名の未消化の計20 名の未消化分を差し引いた結果です。

種類 ２０２4 学年度※1 ２０２5学年度※1 月額奨学金 期間

学部課程

４２１名 ４２９名 １０万円 ２年以内

学部３，４年および医、歯、獣医学系学部課程５，６年
＊ただし、修業年限によって対象学年が異なる場合がある。

修士課程
２６３名 ３１５名 １４万円 ２年以内

大学院修士課程１，２年

博士課程

１８８名 １７４名 １４万円 ２年以内

大学院博士課程２，３年および医、歯、薬、獣医学系博士課程３，４年
＊ただし、修業年限によって対象学年が異なる場合がある。

地区奨励
23 名 25 名

学部相当：10万円
そ の 他：7 万円

学部相当：最長 2年
そ の 他：1年

短期大学、高等専門学校、専修学校、準備教育課程

クラブ支援※4

8 名 2名
学 部：１０万円
大学院：１４万円

1年または 6か月

奨学期間終了予定の奨学生（地区奨励と海外学友会推薦以外）で、同地区または他地区所在の大学・
大学院の次の課程へ進級、進学する者。博士課程最終学年に在籍する奨学生で、12か月以内に学
位取得見込みの者

海外応募者対象※ 3
21名 19 名

学 部：１０万円
大学院：１４万円

学部・大学院２年間

申込時点で海外に在住している学部、大学院入学予定者

海外学友会推薦※ 2

1名 0 名 １４万円 １年

台湾、韓国学友会が組織する選考委員会より推薦された台湾、韓国の大学・研究機関に所属する
上級研究者（博士号取得者）

合計 925 名 964 名
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※１：「学年度」は４月から３月の１年間。ロータリー年度とは異なる。
※２：海外学友会推薦奨学生は、４月採用に加え、５月以降採用奨学生を含めてカウント。
※３：海外応募者対象奨学生は、４月採用に加え、９月、10月採用を含めてカウント。
※４：10月採用クラブ支援奨学生は、４月時点の奨学金の種類でカウント。
これまでの奨学生の累計は、24,830人（2025年７月現在）、その出身国は世界134の国と地域に及びます。

【2025学年度奨学生採用枠・採用数・応募数】

種類 採用枠 採用数（前年度） 応募方法 審査･選考 応募数（前年度）

学部課程

915
946(904)
継続 :252
新規 :694

429(421)

指定校推薦

採用時在籍校が所在する
ロータリー地区選考委員会

1,206(1,202)
【指定校 586(563)】

修士課程 315(263)

博士課程 174(188)

地区奨励 25(23)

クラブ支援 2(8) クラブ推薦 2（9）

海外応募者対象
（枠内）

1(1)

個人応募 60(49) ＊
海外応募者対象

（枠外）
32

 18 (20)
継続：12
新規： 6

海外学友会推薦 3
0 (1)

継続 0 名／新規 0 名
海外学友会推薦 海外学友会選考委員会 0(2)

合計 950 964 (925) － 理事会が最終選定 1,268(1,262)

＊�応募資格を満たし、地区における選考の対象となったが、日本の入学予定校が発行する合格通知または入学許可書コピー
を提出できずに無資格となった者を含む。なお、大学を併願している申込者がいるが、実人数で集計した。

①「学部・修士・博士課程奨学金」および「地区奨励奨学金」の募集と選考

指定校推薦制度により応募を受け付け、地区選考委員会の審査・面接試験によって、新規奨学生691名が採用されました。
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■地区奨励奨学金制度

日本の大学以外の高等教育機関（短期大学・高等専門学校・専修学校・準備教育課程等）および当会が定める留学生研修

機関等を指定校とする制度です。2025 学年度新規採用は、13 地区でこの制度を導入し、７地区 12 校 25 名が採用されました。

2025学年度

被
推
薦
枠

申

込

数

採

用

数

2025学年度

被
推
薦
枠

申

込

数

採

用

数

2500 旭川工業高等専門学校 2 0 0 2690 津山工業高等専門学校 2 0 0

2520 一関工業高等専門学校 1 0 0 米子工業高等専門学校 2 0 0

仙台高等専門学校 1 0 0 松江工業高等専門学校 2 0 0

2530 国際ビジネス公務員大学校 6 6 4 2710 宇部工業高等専門学校 1 0 0

国際情報工科自動車大学校 6 6 5 大島商船高等専門学校 1 0 0

2560 長岡工業高等専門学校 1 0 0 広島商船高等専門学校 1 0 0

2630 中部学院大学短期大学部 2 2 2 広島YMCA専門学校 1 1 1

2640 大阪調理製菓専門学校(※) 2 0 0 穴吹国際みらい専門学校 1 0 0

2660 大阪日本語教育センター 4 3 2 2720 熊本高等専門学校 3 0 0

大阪スクールオブミュージック専門
学校

2 0 0 中九州短期大学 2 1 1

大阪ハイテクノロジー専門学校 2 1 0 九州動物学院(※) 2 1 0

大阪ECO 動物海洋専門学校 2 0 0 別府溝部学園短期大学 2 2 2

大阪ダンス・俳優＆舞台芸術専門学
校

2 0 0 2800 山形県立米沢女子短期大学 1 0 0

放送芸術学院専門学校 2 0 0 2820 アール医療福祉専門学校 3 3 1

大阪アニメ・声優＆ｅスポーツ専門
学校

2 0 0 駿優国際医療ビジネス専門学校 3 3 2

大阪農業園芸・食テクノロジー専門
学校

2 0 0 AOI国際福祉専門学校 3 3 1

大阪ホテル・観光＆ウェディング専
門学校

2 0 0 13地区 38 校 79 39 25

大阪女学院短期大学(※) 1 1 0

OCA 大阪デザイン＆テクノロジー専
門学校

2 1 0

2680 神戸ＹＭＣＡ学院専門学校 1 1 1

公益財団法人ＰＨＤ協会 3 3 3

阪神自動車航空鉄道専門学校 1 1 0

■他地区に所在する学校を指定校とする制度（地区を越える指定）

2025 学年度は、５地区が導入し、のべ 15 校（※）が地区を越える指定校として選定されました。３地区において、のべ７校、

12 名が採用されました。

※�第 2580 地区所在の東京藝術大学については、2750 地区および 2820 地区の２地区において地区を越える指定をしており、

それぞれの地区で申し込み・採用があるため、学校数は延べ数で集計している。

２０２4 学年度

被
推
薦
枠

申

込

数

採

用

数

２０２5学年度

被
推
薦
枠

申

込

数

採

用

数

2570 埼玉大学（2770） 1 0 0 2570 埼玉大学（2770） 1 0 0

2750 学習院大学（2580） 2 2 1 2750 学習院大学（2580） 2 1 0

早稲田大学（2580） 4 4 1 早稲田大学（2580） 5 5 3

東京藝術大学（2580） 4 2 0 東京藝術大学（2580） 3 2 2

中央大学（2580） 3 0 0 中央大学（2580） 1 0 0

東京大学（2580） 5 4 3 東京大学（2580） 5 5 3

法政大学（2580） 1 1 0

亜細亜大学（2580） 1 1 0

上智大学（2580） 3 1 1

2770 芝浦工業大学（2580） 5 0 0 2770 芝浦工業大学（2580） 5 0 0

日本薬科大学（2580） 3 0 0 日本薬科大学（2580） 3 0 0

文教大学（2580） 8 2 2 文教大学（2580） 8 0 0

2800 東北大学（2520） 1 0 0 2800 東北大学（2520） 1 1 1

2820 東京藝術大学（2580） 2 0 0 2820 東京藝術大学（2580） 2 1 1

流通経済大学（2790） 2 2 2 流通経済大学（2790） 5 3 1

５地区 のべ 12 校 40 16 9 ５地区 のべ 15 校 46 21 12

表中（※）印は初指定校
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■指定校に対する「学内選考の目安」提示地区

34（前年 34）地区が目安を明示しました。指定校に対しての指定校通知において地区の採用方針として伝えられました。

最も多く提示された項目は、「国籍割合への配慮」34（34）、「ロータリー活動への積極性」は 29（29）、「日本語能力」24（23）

となりました。

項目／年度 2021 2022 2023 2024 2025

提示地区数 32 32 34 34 34

国籍割合への配慮 29 31 34 34 34

日本語能力 20 24 26 23 24

うち日本語検定２級程度の実力者 1 1 1 1 2

最終学年在籍者 5 6 6 6 6

奨学期間（１年以上） 15 15 18 18 18

４月入学 6 8 7 8 9

学部生より大学院生優先 3 2 2 2 2

ロータリー活動への積極性 28 26 28 29 29

将来日本と母国との親善を深めようとする者
国際社会で活躍し両国の架け橋となる

14 14 14 15 15

協調性・コミュニケーション能力 6 7 1 7 10

居住地指定（地区内等） 4 4 5 5 5

地域社会への参加 1 0 0 0 0

クラブでのスピーチ 1 1 0 1 1

その他 11 18 16 19 20

②クラブ支援奨学金

「クラブ支援奨学金」は、現役奨学生の奨学期間を特別に延長する制度で、その応募は世話クラブ推薦によって行われます。

2025 学年度採用では、２地区２クラブからの応募があり、２地区２名が合格しました。

年度 申込数
博士課程最終学年：

合格数 /申込数
修士、博士課程進学・進級※1：

合格数 /申込数
合格者数

2006 35 15 地区 35クラブ 13/26 名 1/9 名 14 名

2007 24 12 地区 24クラブ 10/12名 5/12名 15 名

2008 14 9 地区 14クラブ 4/7名 5/7名 9 名

2009 17 8 地区 17クラブ 4/6 名 8/11名 12名

2010 17 11地区 17クラブ 7/8 名 3/9 名 10 名

2011 12 8 地区 12クラブ 5/5 名 4/7名 9 名

2012 12 6 地区 12クラブ 7/7名 2/5 名 9 名

2013 11 9 地区 11クラブ 3/3 名 5/8 名 8 名

2014 13 9 地区 13クラブ 7/7名 3/6 名 10 名

2015 9 7地区 9クラブ 3/3 名 5/6 名 8 名

2016 8 5 地区 8クラブ 2/3 名 3/5 名 ※ 2 5 名

2017 4 3地区 4クラブ 0/1名 2/3 名 2名

2018 14 9地区 14クラブ 4/6 名 7/7名 ※ 3 12名

2019 10 9 地区10クラブ 2/2名 7/8 名 9 名

2020 18 7地区 18クラブ 7/9 名 6/9 名 13 名

2021 7 5 地区 7クラブ 1/2名 3/5 名 4 名

2022 12 8 地区 12クラブ 6/6 名 2/6 名 8 名

2023 15 8 地区15クラブ 4/4 名 9/11名 13 名

2024 9 7地区9クラブ 3/3 名 5/6 名 8 名

2025 2 2 地区 2クラブ 1/1名 1/1名 2名

一覧は、10月採用を含まない。
※1：2006学年度から博士課程最終学年の他に、修士および博士課程進学者にも応募資格を拡大した。
※2：2015学年度採用で休学し2016学年度に延長継続した1名は含まない。
※3：2016・2018学年度合格者数は、修士課程最終学年在籍者のクラブ支援特例申請者の合格を含む。

③海外学友会推薦奨学金

2025 学年度は、2024 年７月に各学友会へ募集要項を配布し、現地にて募集した結果､ 台湾、韓国ともに応募がありませ

んでした。

年度
採用数 /
採用枠

台湾
合格数 /申込数

韓国
合格数 /申込数

2006 2/2名 1/7名 1/2名

2007 2/2名 1/4 名 1/2名

2008 1/2名 1/6 名 0/0 名

2009 2/2名 1/3 名 1/1名

2010 2/2名 1/5 名 1/1名

2011 1/2名  1/4 名※1 1/1名

2012 1/3 名 1/7名 0/0 名

2013 2/3 名※ 2 2/3 名※ 3 0/0 名

2014 3/4 名 2/2名 1/1名

2015 2/4 名 2/2名 0/0 名

2016 2/4 名 1/1名 1/1名

2017 4/4 名  3/3 名※4 1/2名

2018 2/4 名 1/1名 1/3 名

2019※5 2/3 名 1/1名 1/2名

2020 0/3 名 0/0 名 0/1名※6 

2021 0/3 名 0/0 名 0/1名※6 

2022 3/3 名 2/2名 1/3 名

2023 1/3 名 0/0 名 1/3 名

2024 1/3 名 0/0 名 1/2名

2025 0/0 名 0/0 名 0/0 名

※１：2011年度は台湾の合格者辞退により、採用枠２名に対して１名の採用となった。
※２：2013年度は韓国、中国学友会推薦０名により、採用枠３名に対して台湾学友会推薦の２名が採用となった。
※３：2013年度から台湾学友会の活動状況における実績を鑑み、台湾の採用枠を２名とした。
※４：2017年度は台湾学友会から特例申請があり、１名を追加採用することを承認した。
※５：2012年度から設けていた中国学友会への枠は、これまで応募が無かったため2019年度で廃止した。
※６：2020、2021年度ともに、韓国の合格者辞退により採用なしとなった。
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④海外応募者対象奨学金

（2012 学年度から 7 年間試行、そのうち 2017、2018 学年度は『促進期間』、2019 学年度から正規プログラムとしてスター

トしました）

海外在住者を対象とし、2024 年 10 月１日から 2024 年 10 月 31 日を期限として、WEB 申込システムを利用して応募を

受け付けました。2025 学年度は 6 地区において合計 6 名の奨学生が採用され、出身は 5 か国・地域に及びました。

年度 採用枠 申込数 合格者数

2012 1地区1名まで 89 名（48 校 /24 地区） 4 名（4 地区）

2013※1 1地区1名まで 225 名（61校 /14 地区） 4 名（4 地区）

2014 1地区 3 名まで 94 名（37 校 /13 地区） 9 名（9 地区）

2015※1 1地区 3 名まで 32名（14 校 /7地区） 4 名（4 地区）

2016 1地区 3 名まで 53 名（24 校 /12 地区） 6 名（5 地区）

2017
1地区1名まで
別枠採用可能

それ以上は枠内
65 名（38 校 /23 地区※ 2）

16 名（14 地区）
枠内採用 2名含む

2018
1地区1名まで
別枠採用可能

それ以上は枠内
78 名（42校 /27地区※ 2）

14 名（12 地区）
枠内採用 2名含む

2019
1地区1名まで
別枠採用可能

それ以上は枠内
84 名（44 校 /23 地区※ 2）

10 名（10 地区）
枠内採用 0 名

2020
1地区1名まで
別枠採用可能

それ以上は枠内
101名（49 校 /29 地区）

13 名（13 地区）
枠内採用 0 名

2021
1地区1名まで
別枠採用可能

それ以上は枠内
65 名（35 校 /21地区）

8 名（8 地区）
枠内採用 0 名

2022
1地区1名まで
別枠採用可能

それ以上は枠内
60 名（31校 /22 地区）

8 名（8 地区）
枠内採用 0 名

2023
1地区1名まで
別枠採用可能

それ以上は枠内
54 名（28 校 /18 地区）

8 名（8 地区）
枠内採用 0 名　

2024
1地区1名まで
別枠採用可能

それ以上は枠内
49 名（29 校 /22 地区）

10 名（9 地区）
枠内採用1名含む

2025
1地区1名まで
別枠採用可能

それ以上は枠内
60 名（38 校 /19 地区）

6 名（6 地区）
枠内採用 0 名

※人数は一人一カウントであるが、大学を併願している申込者がいるため、学校数は学校単位でカウントしている。

※1：研究生から正規の課程に合格し、延長した者は除く
※2：2580地区は採用しない方針のため2750地区で受付・選考し採用した。よって2580地区は受付地区としてカウントしていない。

【合格者内訳】

年度 地区 国・地域 学校名称（課程）

2012 2590/2650/2680/
2820 台湾/中国 /ベトナム 慶應義塾大学（修士）

京都大学（修士）
神戸大学（博士）
筑波大学（修士研究生）

2013※ 2650/2660/2750/
2820 中国 / 韓国 /トルコ/ベトナム 立命館大学（修士）

大阪大学（修士）
茨城大学（修士研究生）
東京大学（修士）

2014
2520/2550/2590/
2610/2750/2780/
2800/2820/2830

タイ/アルメニア/フランス/
ウクライナ/イラン/アフガニ
スタン/モンゴル/ベトナム

東北大学（修士）
宇都宮大学（修士）
慶應義塾大学（博士）
金沢大学（博士研究生）
東京外国語大学（修士）

東海大学（修士）
山形大学（学部）
茨城大学（修士研究生）
青森中央学院大学（修士）

2015※ 2520/2660/2750/
2760 モンゴル/タイ/ 韓国 東北薬科大学（博士）

大阪大学（博士
東京大学（修士）
名古屋大学（修士）

2016 2660/2750/2760/
2790/2800

台湾/タイ/アメリカ合衆国 /
ベトナム /モンゴル

大阪大学（博士）2名
東京大学（修士）
名古屋大学（修士）

千葉大学（修士）
山形大学（学部）

2017

2510/2520/2560/
2610/2640/2660/
2680/2690/2700/
2720/2750/2760/
2780/2800

台湾/ベトナム /モンゴル/タ
イ/カンボジア/マレーシア/
カナダ/インドネシア/ネパー
ル/アルバニア

北海道大学（学部）
岩手大学（修士）
事業創造大学院大学（修士）
富山大学（修士）
大阪府立大学（修士）
大阪大学2名（医博、修士）
神戸大学（学部）
岡山大学（博士）

九州大学（博士）
熊本大学（修士）
東京工業大学（修士）
日本女子大学（修士）
名古屋大学（修士）
神奈川工科大学（博士）
山形大学（学部）

2018

2500/2510/2560/
2590/2600/2610/
2660/2670/2680/
2750/2760/2780

台湾/中国 / 韓国 /インドネ
シア/パキスタン/カザフスタ
ン/モンゴル/アフガニスタ
ン

帯広畜産大学（修士）
北海道大学（修士）
事業創造大学院大学（修士）
昭和音楽大学（学部3年編入）
信州大学（博士）
金沢大学（修士）
立命館大学（博士）

高知大学（修士）
愛媛大学（修士）
神戸大学（博士）
東京大学（修士）
名古屋大学2名（修士）
東海大学（修士）

2019

2500/2510/2520/
2530/2560/2590/
2720/2750/2760/
2800

インド/モンゴル/ 韓国 /タイ
/インドネシア/ナイジェリア/
スリランカ/ジョージア

帯広畜産大学（博士）
北海道大学（博士）
東北大学（修士）
会津大学（博士）
新潟医療福祉大学（修士）

東京工業大学（博士）
立命館アジア太平洋大学（修士）
武蔵野美術大学（学部）
名古屋大学（修士）
山形大学（学部）

2020

2500/2510/2530/
2560/2600/2610/
2660/2680/2690/
2720/2740/2760/
2780/2800

ベトナム /モンゴル/アフガ
ニスタン/エジプト/カンボ
ジア/タイ/ドミニカ共和国 /
ナイジェリア/ネパール/パキ
スタン

帯広畜産大学（博士）
札幌国際大学（学部）
会津大学（博士）
事業創造大学院大学（修士）
松本大学（修士）
富山大学（博士）
神戸大学（学部 3 年編入）

岡山大学（学部）
熊本大学（修士）
佐賀大学（博士）
名古屋大学（修士）
東海大学（修士）
山形大学（学部）

2021
2530/2560/2670/
2750/2760/2770/
2790/2820

スーダン/ハンガリー /ミャン
マー /台湾/エジプト/モンゴ
ル/インドネシア

福島大学（博士）
事業創造大学院大学（修士）
愛媛大学（修士）
創価大学（学部）

名古屋大学（修士）
日本薬科大学（博士）
東京大学（博士）
筑波大学（修士）

2022
2520/2590/2660/
2720/2750/2780/
2790/2820

ミャンマー /台湾/中国 /イン
ドネシア/イラン

東北大学（修士）
東京工業大学（修士）
大阪大学（修士）
立命館アジア太平洋大学（学部 3 年編入）

一橋大学（修士）
慶應義塾大学（修士）
千葉大学（博士）
茨城大学（博士）
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【海外応募者対象奨学金：申込・採用のあった地区一覧】

地区 学校名 申込数 採用数 地区 学校名 申込数 採用数

2510 北海道大学 1 0　 2670 愛媛大学 1 0　

2560 長岡技術科学大学 1 1 2680 兵庫県立大学 1 0　

2580 上智大学 1 0　 2690 岡山大学 7 0　

早稲田大学（東京） 3 0　 島根大学 2 0　

東京国際大学（池袋） 1 0　 2700 九州工業大学 1 0　

東京藝術大学（東京） 1 0　 九州大学 4 0　

法政大学（千代田区） 1 0　 2720 立命館アジア太平洋大学 4 0　

立教大学（池袋） 1 0　 2750 一橋大学（国立市） 1 1

2590 東京科学大学（横浜） 1 0　 国際基督教大学 1 0　

2600 信州大学 3 0　 国士舘大学 1 0　

2610 富山大学 3 1 中央大学（八王子） 2 0　

2620 山梨学院大学 2 0　 東京科学大学（東京） 1 0　

2650 京都芸術大学 1 0　 東京外国語大学 1 0　

京都先端科学大学 3 0　 法政大学（町田・小金井） 1 0　

京都大学 1 0　 2760 豊橋技術科学大学 1 0　

立命館大学（ＢＫＣ） 1 0　 名古屋大学 8 1

立命館大学（衣笠・朱雀） 1 0　 2780 慶應義塾大学（藤沢） 4 1

2660 大阪大学 2 0　 2790 東京大学（千葉） 1 0　

立命館大学（茨木） 1 1 2820 筑波大学（つくば） 6 0　

合 計 77 6

※申込者は60名であるが、そのうちの12名は２つまたは３つの大学を併願しているため、のべ申込数は77となる。
※辞退者は不合格者として扱い、採用数には含めない。

【国別・奨学金別一覧】

学部
課程

修士
課程

博士
課程

地区
奨励

クラブ
支援

海外
応募者

海外
学友会
推薦

総計
（人）

ロータリー
米山記念
奨学生

在日留学生
（2024 年
5月現在）

中国 111 161 111 1 1 1 0 386 40.0% 36.7％

ベトナム 85 24 11 1 0 5 0 126 13.1％ 12.0％

韓国 80 33 11 0 0 2 0 126 13.1％ 4.3％

ネパール 22 2 2 11 0 0 0 37 3.8％ 19.2％

インドネシア 26 6 3 1 0 0 0 36 3.7％ 2.0％

マレーシア 22 10 2 0 0 0 0 34 3.5％ 0.8％

台湾 15 13 3 1 0 2 0 34 3.5％ 2.3％

その他 68 66 31 10 1 9 0 185 19.2％ 22.7％

合計 429 315 174 25 2 19 0 964

（2）2025 学年度採用奨学生数

① 2025学年度奨学生採用国別内訳
2025 学年度奨学生採用数は、964 名でした。

奨学生採用数における国籍割合は、中国 40.0%（前年度 40.8% ←前々年度 41.3%）、ベトナム 13.1%（14.6％← 17.4%）、

韓国 13.1%（12.9 % ← 10.5%）、ネパール 3.8%(2.9% ← 2.8%)、インドネシア 3.7%（4.4% ← 3.8 %）、マレーシア 3.5 %

（3.0% ← 3.7%）、台湾 3.5%（2.8% ← 4.1%）その他 19.2%（18.6% ← 16.6%）となりました。一か国に偏らず、より多くの国・

地域の申込者に門戸を開くため、各地区選考委員会では国籍割合に配慮して選考しています。また、申込段階で様々な国籍

の学生からの申し込みがあるように、地区から指定校に提示する「学内選考の目安」として 34 地区が、「国籍割合への配慮」

を指定校に伝えています。

2023
2500/2510/2600/
2610/2670/2680/
2690/2760

タイ/台湾/パキスタン/モン
ゴル/ベトナム

帯広畜産大学（獣博）
北海道大学（修士）
信州大学（修士）
富山大学（修士）

高知工科大学（修士）
兵庫県立大学（学部）
岡山大学（学部）
豊橋技術科学大学（学部）

2024
2530/2590/2600/
2660/2690/2720/
2750/2760/2820

インドネシア/チュニジア/
フィリピン/ベトナム /モンゴ
ル/ 韓国 /台湾

会津大学（修士）
横浜国立大学（博士）
信州大学（修士）
大阪大学（修士）
岡山大学（学部）

立命館アジア太平洋大学（修士）
早稲田大学（東京）（学部）
東京工業大学（東京）（修士）
豊橋技術科学大学（学部）
茨城大学（博士）

2025
2560/2610/2660/
2750/2760/2780

モンゴル/パキスタン/トルコ
/中国 /ベトナム

長岡技術科学大学（学部）
富山大学（博士）
立命館大学（学部）

一橋大学（修士）
名古屋大学（修士）
慶應義塾大学（学部）

※：研究生から正規の課程に合格し、延長した者は除く

②�地区別奨学生（学部･修士･博士課程、地区奨励、 
クラブ支援）採用数の算出基準
2025 学年度奨学生（学部 ･ 修士 ･ 博士課程、地区奨励、

クラブ支援）の採用枠は 915 名。2022 年度寄付実績を基

準とし、以下の通り地区別に振り分けをしました。

1)�割当数のうち 2016 年９月に譲渡された株式の配当金見

込額分の奨学生数 47 名を除く 868 名枠を以下ａ～ d の

比率で 34 地区に割り当てました。

　ａ.�１割（87名）を地区別有資格者数比率で34地区に割り

当てる

　ｂ.�３割（260名）を個人平均寄付額比率で34地区に割り

当てる

　ｃ. ５割（434名）を寄付総額比率で34地区に割り当てる

　ｄ. １割（87名）を特別寄付者割合で34地区に割り当てる

2)�算出過程で出る上記ａ～ｄの合計の小数点以下を切り捨

てて余剰を出し、奨学生ひとりあたりの獲得寄付額（寄

付総額 ÷ 割当数枠）の地区格差を是正するために再配分し、

残った余剰分を、個人平均寄付額前年度比の増加率上位

地区から１名ずつ配分しました。

3)�更に配当金充当分 47 名のうち、34 名を 34 地区に１名

ずつ、13 名を第 2760 地区に振り分けました。

地区別有資格者数は、全国 2024 年４月現在の大学およ

び高等専門学校を対象に 2024 年４～５月に行った学校ア

ンケート結果に基づいています。対象校は、新設大学５（前

年度５）校を含む 34 地区に所在する大学・高等専門学校

全 976 キャンパスです。

有資格者が多い地区に対して地区内留学生の有資格者比

率に比例して奨学生が割り当てられるようにするため、全

体の１割が地区別有資格者比率によって割り当てられてい

ます。
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１．学務関連システムのモバイル対応

奨学生・学友向けの各種手続き用 WEBページは、2013学

年度以降、開発を行っておらず、モバイル機器への対応をし

ていませんでした。しかし、スマートフォンなどのモバイル機

器が主流となっている現在の社会状況を踏まえ、このたびモ

バイル対応および機能改善の開発を実施しました。特に、毎

年２月から３月にかけて開催される各地区の終了式において、

終了奨学生が簡便に連絡先を登録できるようにすることを目

的の一つとし、モバイル対応画面の開発を進めました。完成

したモバイル対応画面は、2025 年２月よりホームページ上で

公開し、運用を開始しています。これにより、システムの利便

性が向上し、学友の最新連絡先の把握状況の改善や、登録

数の増加が期待されます。今後も、奨学生・学友への周知を

継続し、さらなる活用促進に努めてまいります。

2 ．全国学校情報の収集と地区への提供 
（留学生担当者･在籍数･特長等）

毎年４～５月に全国の大学・高等専門学校に対し、WEB 回

答方式のアンケート調査を実施しています。各校の在籍留学

生数（キャンパス別、国・地域別、学年別）、学校担当者連絡先、

留学生受け入れ体制の特長等について、回答を得ました。

学校アンケート：

1．	目　的	 ①学校・キャンパス別在籍留学生数の把握

		  ②�地区別奨学生割当数算出のための地区別

留学生有資格者数の把握

2．	内　容	 ① 学校・キャンパス別担当者名と連絡先

		  ② 国・地域別、課程・学年別在籍者数

		  ③� 学校の留学生受け入れ体制の PR（特長、

連絡事項を含む） 

3.	 実施時期	 2025 年４月 18 日～５月 19 日

4.	 対象者	 全国の大学・高等専門学校

5.	 調査方法	 記名方式、専用 WEB サイトでの回答

アンケート結果から、「2026 学年度地区別奨学生割当数」

算出のための地区別留学生有資格者数を把握し、これを要素

の一つとして新規採用数を算出しました。また、地区の指定

校選定のための資料として、以下を各地区の地区選考委員会

へ配布しました。

1．	募集要項概要

2．	2026 学年度地区別奨学生割当数

3．	指定校選定ガイドライン

4．	�学校連絡先リスト、学校の留学生受け入れ体制の PR、

留学生有資格者数

5．	指定校採用実績、募集・申込・合格数推移

資料は、地区における留学生有資格者数や留学生の出身国・

地域の把握とともに、学校の留学生受け入れに対する支援体

制を知る資料となっています。地区単位では、指定校選定に

あたり、必要に応じて学校訪問や学校担当者対象の奨学生募

集説明会などが実施されました。地区内の学校との連絡を維

持することは、奨学事業の目的や地区選考委員会として、推

薦してほしい具体的な奨学生像を継続的に学校側に伝えるこ

とにつながっています。

３．学校説明会

2024 年度は、学校説明会および学校訪問が 15 地区（補助

費申請のあった地区のみ）において実施されました。当財団

では、2015 年度より申請に応じて補助費の交付を行っており、

あわせて、各地区に対し、説明用資料を提供しています。

米山奨学生としてふさわしい学生を推薦していただくことを

目的に、当財団事業の目的や特長、奨学生の選考方法および

基準等について説明が行われました。
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２．ホームカミング制度

本制度は、海外で活躍する学友に里帰りしてもらい、旧交

を温めるとともに、スピーチを通じて学友の感謝の心と米山

奨学事業の意義を伝えることを目的として2008 年に設立され

ました。2009 年度から他地区出身学友（海外招へいの場合

に限る）や国内在住学友へと対象を広げ、2013 年度からは1

地区につき年間２名まで招へい可能とするなど、適宜制度を

改編しながら継続推進しています。また、2025 年度からは補

助費上限の変更を実施することを決定しました。日本国内か

らの招へいは 25万円（1人あたり）、海外からの招へいは 35

万円を上限とします。

2024 年度は９地区で13件が実施されました。なお、現在

までに全 33 地区で延べ 231件が実施されています。

【ホームカミング制度実施件数の推移】

年度 実施地区数 実施件数

2008 13＋奨学会広報企画 2 15

2009 19 19

2010 14 14

2011 12 12

2012 12 12

2013 13 18

2014 18 21

2015 13 17

2016 17 21

2017 19 25

2018 12 16

2019 8 11

2020 1 1

2021 3 5

2022 3 5

2023 5 6

2024 9 13

Ⅱ．奨学生と学友（元奨学生）
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3 ．学友のフォローアップ

（1）災害・感染症流行時における学友・奨学生への対応

事務局では災害や感染症など特別なケースが生じた場合、注意を促し、奨学生や関係者に安否の確認や被害状況の確認など

をしています。

下記のとおり、各発生事項に対して該当する学友および奨学生へ注意喚起メールやお見舞いメールを配信しています。配信し

たメールに対して、安否や被害状況を返信してくる学友・奨学生もおり、一方向の注意喚起に留まらない双方向の関係維持のた

めに機能しています。

【2024 年度 ホームカミング制度実施13件】

連
番 実施地区 学友氏名 国籍 世話クラブ 招聘期間 主な参加行事

1 2500 ① 權祿勳(グォン ロクン) 韓国 旭川
2024/7/20

～
2024/7/21

地区米山セミナー

2 2600 ① オン ユー シュエン マレーシア 戸倉上山田
2024/8/30

～
2024/9/1

地区米山セミナー

3 2830 呉偉偉 中国 青森東
2024/9/21

～
2024/9/22

地区米山フォーラム

4 2560 ① ヒシグトグトフ エンフジン モンゴル 長岡
2024/10/17

～
2024/10/21

地区大会本会議
地区米山フォーラム

5 2560 ② ペレンレイ ツェレンミンジン モンゴル 寝屋川

6 2670 ① マジグスレン ムングンホーヤグ モンゴル 脇町
2024/10/24

～
2024/10/29

脇町RC 創立60 周年記念行事

7 2800
ゴンルドブ マリエッタ 

ニョンブアンラ
ベナン 鶴岡

2024/11/8
～

2024/11/14

地区大会本会議、
米山ナイト

8 2600 ② リュウ ミン チュアン マレーシア 長野北
2024/11/9

～
2024/11/10

地区大会本会議

9 2500 ② 池慧詩 マレーシア 帯広東
2025/2/22

～
2025/2/25

クラブ例会

10 2710 程攄懐 中国 防府北
2025/3/7

～
2025/3/11

地区IM

11 2610 トラン ディン トゥン ベトナム 宇奈月
2025/3/14

～
2025/3/21

地区大会本会議、
クラブ例会

12 2670 ② 韓承希 韓国 鳴門
2025/4/4

～
2025/4/11

鳴門RC 創立70 周年記念式典

13 2520 卜英悦 中国 仙台泉
2025/4/17

～
2025/4/22

地区大会本会議、
クラブ例会

発生事項（発信） 対　　象

① 2009 年新型インフルエンザ（5月・9月・11月発信） 790 名（９月までの終了者３６名除く）

② スマトラ島沖地震（2009 年9月30日） 142名（インドネシア出身学友・奨学生）

③ チリ大地震（2010 年2 月27日） 4 名（チリ出身学友・奨学生）

④ 青海省地震（2010 年 4月14日） 12名（中国青海省出身学友・奨学生）

⑤ 東日本大震災（2011年3月11日発信） 619 名（2010 年度現役。継続除く）

⑥ 東日本大震災（2011年3月14日発信） 2,566 名（2005-09 年度終了の学友）

⑦ 東日本大震災（2011年3月18日発信） 116 名（2520/2530/2820 地区奨学生および 4月採用予定者）

⑧ タイ洪水（2011年11月4日発信） 99 名（タイ在住学友）

⑨ 東北地方太平洋沖地震（2012年12 月7日発信） 293 名（2520/2530 地区学友・奨学生）

⑩ ネパール地震(2015 年 4月27日発信) 158 名（ネパール出身学友・奨学生）

⑪ 熊本地震（2016 年 4月15,16日発信） 80 名（熊本・大分在住学友・奨学生）

⑫ イタリア中部地震（2016 年 8月26日発信） 10 名（イタリア在住学友）

⑬ ミャンマー地震（2016 年 8月26日発信） 106 名（ミャンマー在住学友）

⑭ 九州北部豪雨（2017年7月6日発信） 186 名（福岡・大分在住 / 勤務の学友・奨学生）

⑮ 四川省および新疆ウイグル自治区地震（2017年8月9日発信）4,501名（中国出身または中国在住の学友・奨学生）

⑯ メキシコ中部地震（2017年9月20日発信） 20 名（メキシコ出身またはメキシコ在住の学友・奨学生）

⑰ 2017年イラン・イラク地震（2017年11月15日発信） 41名（イラン,イラク出身または両国在住の学友・奨学生）

⑱ 2018 年台湾・花蓮地震（2018 年2 月7日発信） 1,305 名（台湾出身または台湾在住 / 勤務の学友・奨学生）

⑲ 島根西部地震（2018 年 4月9日発信） 25 名（島根県在住 / 勤務の学友・奨学生）

⑳ 大阪北部地震（2018 年 6月18日発信） 444 名（2660・2650現役奨学生、大阪・京都在住 /勤務の学友）

㉑ 西日本豪雨（2018 年7月9日発信） 138 名（広島・岡山在住 / 勤務の奨学生・学友）

㉒ 平成 30 年台風第21号（2018 年9月5日発信） 634 名（2660・2650・2680 在住 / 勤務の学友・奨学生）

㉓ 北海道胆振東部地震（2019 年9月6日発信） 124 名（北海道在住 / 勤務の学友・奨学生）

㉔ インドネシア津波（2018 年12 月26日発信） 209 名（インドネシア出身の学友・奨学生）
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(2)学友・奨学生に対する定期的なメール発信

電子メール（E メール）を活用し、学友と奨学生宛てに誕

生日メールを発信しました。誕生日メールへの返信は、消

息情報となり、継続的な奨学生・学友情報管理に役立てら

れます。これら学友からの返信は、「ハイライトよねやま」

や『ロータリーの友』の米山奨学会のページ「よねやまだよ

り」で活躍顕著な学友を紹介するための素材としても活用

されています。

また、奨学生の提出物に関する通知を必要に応じてE メー

ル配信しました。

(3)国内在住学友および奨学生に対する年賀状送付

毎年、現役奨学生と日本在住の学友へ年賀状を送付して

います。2024 年度は、奨学生と学友合わせて 5,214 名（奨

学生 846 名、学友 4,368 名）へ送付しました。2025 年の

年賀状デザインは台湾出身の米山学友、栗本 明さん（1997-

98 ／駿河ＲＣ）が担当しました。また、年賀状送付に先立

ち、奨学生および日本在住学友に対して「奨学生・学友の

連絡窓口」サイトを案内する一斉メールを送信し、住所・メー

ルアドレス・勤務先などの情報更新を呼びかけました。これ

により、正確な連絡先の把握と、継続的なつながりの維持

を図っています。

４．学友会活動の支援

(1) 奨学生数と学友会組織

2025 学年度を含む奨学生の累計は、24,830 名となりま

した。日本に在住している学友は、約 4,900 名です。元米

山記念奨学生の同窓会組織である米山学友会は、現在、日

本国内に 33（34 ロータリー地区）、海外では台湾、韓国、

中国、タイ、ネパール、モンゴル、スリランカ、マレーシア、

ミャンマー、ベトナム（ホーチミン）の 10 の国・地域で組

織されています。学友会活動は、奨学期間終了後も米山学

友および現役奨学生とロータリー会員との交流を深め、ロー

タリーの理想とする国際交流と親善および平和の創造と維

持に貢献することを目的としています。各学友会では、総

会、親睦会、研修旅行のほか、地区米山記念奨学委員会

や日本および海外のロータリークラブと連携した奉仕活動

を行っています。奨学生の面接、オリエンテーション、歓送

会、地区大会などにも協力しています。

(2) 学友会に関する規程と標準会則の運用と整備

学友会活動の自主的な運営と活性化を促すため、2022

年度より、「米山学友会に関する規程」、「国内学友会標準会

則」、「海外学友会標準会則」の運用を開始しました。各学

友会に対し、標準会則に沿った新しい会則の整備を依頼し

ており、問い合わせに対応するなどのサポートを行いました。

(3) 学友会への補助費支給

当財団が定めている国内外学友会への補助費要領に従

い、申請に応じた補助費を支給しました。補助費は 2 種類

あり、①活動補助費（7 月 1 日～翌年 6 月 30 日の期間に

学友会が主催した活動に対する補助）、②会報補助費（会

報の制作費や発送費に対する補助）となっています。

(4) 学友会への情報提供

地区米山記念奨学委員長、学友会会長やガバナー事務

所などへ当該地区の学友データ（氏名・奨学期間・連絡先等）

を開示しました。学友会への情報提供は、学友会との間で「個

人情報の保護・管理に関する秘密保持契約書」を締結した

うえで行っており、個人情報の適切な取り扱いに万全を期し

ています。

(5) 学友会マニュアルの作成

学友会が、当会への提出物や提出時期を把握しやすくす

ることを目的に、必要な申請書類や関連書類を整理・集約

した「学友会マニュアル」を国内学友会向けに作成しました。

㉕ 新型コロナウイルス（2020 年1月29日～複数回発信） 2019、2020 学年度奨学生

㉖ 新型コロナウイルス（2021年12 月1日発信） 2021学年度奨学生

㉗ トンガ噴火（2021年1月18日） 3 名（トンガ出身の学友）

㉘ ウクライナへの侵攻 2022年2 月25日発信） ９名（ウクライナ国籍でメールアドレス登録のある学友）

㉙ パキスタン洪水（2022年 8月30日） 14 名（パキスタン出身の学友）

㉚ トルコ・シリア大地震（2023 年2 月7日）
38 名（日本国外在住のトルコ出身学友 34 名、シリア出身学
友4 名）

㉛ モロッコ地震（2023 年9月8日） 7名（モロッコ出身の学友）

㉜ リビア洪水（2023 年9月11日） 2名（リビア出身の学友）

㉝ 令和 6 年能登半島地震（2024 年1月9日） 177名（石川県・富山県・新潟県在住 / 勤務の学友・奨学生）

㉞ 台湾・花蓮地震（2024 年 4月4日） 951名（台湾在住 / 勤務の学友）

㉟ ミャンマー地震（2025 年3月31日） 167名（ミャンマー・タイ在住 / 勤務の学友）

※①2009年春頃から2010年3月頃にかけて、2009年新型インフルエンザ（2009H1N1）世界的流行
※②9月30日にインドネシア西部スマトラ島沖のインド洋でM7.6の地震発生
※③2月27日にチリでM8.8の地震発生
※④4月14日に中国青海省でM7.1の地震発生
※⑤～⑦3月11日に東北地方太平洋沖でM9.0の地震発生
※⑧7月12月にタイで洪水が発生、大規模な被害が続いた
※⑨12月7日に東北地方・三陸沖でM7.0の地震発生
※⑩4月25日にネパールでM7.8の地震発生
※⑪4月14、16日に熊本県熊本地方を震央とするM7.3の地震発生
※⑫8月24日にイタリア中部でM6.2の地震発生
※⑬8月24日にミャンマー中部でM6.8の地震発生
※⑭7月5 ～ 6日に福岡県と大分県を中心とする九州北部で集中豪雨発生
※⑮8月8日に中国四川省でM7.0、8月9日新疆ウイグル自治区でM6.6の地震発生
※⑯9月19日にメキシコでM7.1の地震発生
※⑰11月12日にイラン・イラク国境付近でM7.3の地震発生
※⑱2月6日に花蓮県近海でM6.4の地震発生
※⑲4月9日に島根県西部でM6.1の地震発生
※⑳6月18日に大阪府北部でM6.1の地震発生
※㉑6月28日～7月8日にかけて記録的豪雨発生。主に西日本で大きな被害
※㉒9月4日に台風21号が西日本を縦断、近畿地方を中心に大きな被害
※㉓9月6日に北海道胆振地方中東部でM6.7の地震発生
※㉔12月22日にインドネシア西部スンダ海峡で大津波発生
※㉕11月に新型コロナウイルスが検出され、その後世界的に大流行
※㉖12月に新型コロナウイルスの変異株への感染が日本国内で確認
※㉗1月15日にトンガのフンガ・トンガ＝フンガ・ハアパイ火山で大規模噴火が発生
※㉘2月24日にロシアがウクライナ本土へ軍事侵攻を開始
※㉙パキスタン国内で豪雨と深刻な熱波による大規模洪水が発生し、国土の1/3が水没
※㉚2月6日にトルコ南東部でM7.7の地震発生、トルコ・シリア両国に大きな被害
※㉛9月8日にモロッコ中部でM6.8の地震発生
※㉜9月11日にリビア東部で洪水発生
※㉝1月1日に能登半島でM7.6の地震発生
※㉞4月3日に台湾東部沖でM7.4の地震発生
※㉟3月28日にミャンマー中部でM7.7の地震発生
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１.	 事業創設 70 周年記念ネクタイ・スカーフ
の頒布

東京ロータリークラブが「米山基金」の構想を発表してから

70 周年を迎えた2022年度に製作したオリジナルネクタイ２種

（ストライプ柄・ドット柄）各350 本、スカーフ1種100 枚（い

ずれも2,500 円）のうち、在庫のあるネクタイを希望者に頒

布しました。

２.	 米山バッジの配布

米山記念奨学事業への支援と結束を強めてもらう目的で製

作した米山バッジ２種（タイタック式、マグネット式）を、希

望者へ配布しました。主な配布対象は、ガバナー、ガバナー

エレクト、地区米山記念奨学委員会、米山学友会役員などとし、

当事業への支援者を増やすために活用いただいています。

３.	 米山記念奨学事業紹介バナー・ロゴ旗

各種セミナーや行事で米山記念奨学事業のアイキャッチと

して好評の自立式バナースタンド（2015-16 年度改訂版）を、

希望地区に頒布しました。また、大会場での展示向けに、グ

ラフィックバナー（４枚組、１枚あたり縦 200㎝ × 横 95㎝）と、

ロゴ旗（縦 210㎝ × 横 140㎝と縦 135㎝ × 横 90㎝の２種）を、

希望する地区やクラブに貸し出しました。

４.	 奨学生・学友用タスキ

地区大会やクラブ例会の壇上に掲揚いただける米山記念奨

学会ロゴ旗（大・小各２張）と、奨学生・学友用タスキ100 本を、

希望地区・クラブへ貸し出しました。

５.	 第６代よねやま親善大使の募集・選定

第５代よねやま親善大使が任期満了を迎えるにあたり、第

６代よねやま親善大使を募集することを広報委員会で決定し、

2024 年12 月に募集を開始しました。締め切りまでに29人の

応募があり、広報委員会および常務理事会での厳正な審査に

より、第６代よねやま親善大使３人を選定しました。第６代よ

ねやま親善大使には 2025 年６月10日の理事会会場にて就任

式を行い、その後オリエンテーションを実施しました。任期は、

2025 年７月から2027年６月末までの２年間です。

６.	 デジタルサイネージでの事業紹介 
（公益財団法人米山梅吉記念館内）

公益財団法人米山梅吉記念館（静岡県駿東郡）に設置して

いるデジタルサイネージのリース契約が 2024 年８月に満了し

たため、新たに大型ディスプレイを購入し設置しました。これ

を活用し、引き続き当事業のＰＲを行います。

７.	 事業シンボルマーク入りＵＳＢメモリの製作

若林紀男理事長が考案したオリジナルＵＳＢメモリ（米山記

念奨学事業のシンボルマーク入り）を増産し、事業の紹介動

画や関連データを入れて当財団役員や専門委員、地区米山記

念奨学委員長等へ寄贈したほか、希望者へ頒布（1,000 円/本）

しました。

８.	 ロータリーの友・よねやまだより

国際ロータリーの地域雑誌である『ロータリーの友』に、ロー

タリーの友事務所編集部の協力を得て、米山記念奨学事業

のページ “よねやまだより”を毎号掲載しました。2024 年度

は、理事長挨拶や奨学事業の基礎知識シリーズのほか、10

月号は米山月間特集、11月号以降は新シリーズ「Campus & 

Diary」の連載を開始。現役米山奨学生の学生生活を紹介し、

日本での新たな発見や学び、将来の夢を紹介する記事を掲載

しました。

９.	 ＤＶＤ・記録映像作品の活用

米山記念奨学事業の認知・理解を広めるために、ロータリー

クラブの例会で利用しやすく、かつ、視覚的にわかりやすい

動画が広く活用されています。2024 年度はこれまでに制作し

た映像を活用して広報活動を行ったほか、2025 年2 月に逝去

された小沢一彦名誉理事長の追悼動画を新たに制作し、常務

理事会・理事会にて上映しました。

１０.	 ロータリー米山記念奨学事業・豆辞典

奨学事業の概要をコンパクトにまとめた小冊子『ロータリー

米山記念奨学事業 豆辞典』を発行し、米山月間用資料として、

クラブを通じて全会員に配布しました。また、ＰＥＬＳ、クラブ

リーダーシップラーニングセミナーをはじめ、地区における米

山記念奨学事業の研修会資料として、必要数を送付しました。

� 〔制作数： 98,000 部〕

１．新規奨学生とカウンセラーのための 
オリエンテーション

４月上旬から下旬にかけて新規奨学生およびそのカウンセ

ラー対象のオリエンテーションを各地区で開催しました。奨学

生とカウンセラーに対して、奨学生の心得・守るべきこと、奨

学金額や奨学期間などが明記された「確約書」および「個人

情報開示に関する同意書」の内容を説明し、奨学生が署名を

しました。

特に、経済的支援だけにとどまらない世話クラブ・カウン

セラー制度により、奨学期間終了後も交流が続くよう、絆を

深めることの必要性を奨学生にもカウンセラーにも理解してい

ただきました。オリエンテーション実施者に対してはプレゼン

テーション資料を提供しました。

 
２．カウンセラー研修会

カウンセラー研修会は実施 23 年目を迎え、2024 年度は計

19 地区（補助費申請のあった地区のみ）で開催されました。

世話クラブ・カウンセラーの役割について、改めて理解を深め、

課題や悩み、対応への工夫や成功事例などの共有が行われま

した。また、危機管理を含む問題や課題への取り組みには、

カウンセラーアンケート調査結果やカウンセラー・ハンドブッ

ク掲載の「事例研究」が活用されています。
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ジで公開し、透明性の確保に努めています。

ロータリー会員向けには、各ロータリークラブの寄付金納

入実績を掲載して、寄付金の現状を提供し、ニュースレター「ハ

イライトよねやま」、各種広報資料をＰＤＦ等でダウンロード

できるよう掲載しています。ホームページは日本語のほか、英

語のページを設け、日本留学の希望者へ奨学金情報を提供し

ています。

また、Facebook（フェイスブック）に設けた米山の公式ペー

ジにおいて、各地区の米山関連イベントや学友情報、留学生

に役立つニュースなど迅速な情報提供に努めました。米山の

Facebook 公式ページのフォロワー数は約 6,500人となってお

り、記事へのコメントやメッセージ投稿を通じて、ロータリー

会員や学友・奨学生との双方向のコミュニケーションを実現し

ています。

２２. 電子メールによる情報発信・提供： 
ハイライトよねやま

Ｅメールとホームページ、Facebookページを通じ、ロータ

リー会員向けの月刊ニュースレター「ハイライトよねやま」を

発行し、奨学事業の最新ニュース、寄付金状況速報、学友情

報などを配信しました。

２３.	ポスター

地区大会のブース展示などで米山記念奨学事業をＰＲでき

る大判ポスター（Ａ１サイズ、2019 年６月制作）を希望のクラ

ブ・個人に配布しました。

２４.よねやまスピーチ特撰集

米山学友の特にすぐれた講演録「よねやまスピーチ特撰集

①」、および、50 周年記念式典のフォーラム記録および記念

講話を収録した「スピーチ特撰集②」を希望のクラブや個人

に配布しました。

１１.	クラブ米山記念奨学委員長の手引き

クラブ米山記念奨学委員長の事業理解推進のため、基礎

知識集としての「クラブ米山記念奨学委員長の手引き」（米山

寄付金マニュアルとの合冊）を 発行し、米山月間用資料とし

て、全ロータリークラブに１部ずつ送付しました。また、次年

度に向けたクラブリーダーシップラーニングセミナーでの資料

として配布しました。　　　　	

� 〔制作数：6,100 部〕

１２.	米山学友の群像

巣立った奨学生たちが、現在どのような活躍をしているの

か、ロータリーで体験したことが、その後の人生にどのような

影響を与えたのか、奨学事業の成果を知らせる広報資料とし

て、2005 年から数年おきに『米山学友の群像』を発行してい

ます。2024 年度は第６弾となる『米山学友の群像Vol.6』を

作成し、2025 年度から米山月間資料としてクラブリーダーシッ

プラーニングセミナーなどでの配布を予定しています。

� 〔制作数：15,000 部〕

１３.	寄付金マニュアル

寄付金納入の手続きや税制上の優遇措置、表彰制度など

寄付金について必要な基本情報や個人情報保護の対象とな

る寄付金実績の取り扱いなどを詳述したマニュアルを作成し、

全ロータリークラブに配布しました。

� 〔制作数：2,400 部〕

１４.	事業報告書（Annual Report）

2023 年度事業報告書として全ロータリークラブおよび留学

生奨学団体等関係団体に配布しました。事業報告および収支

決算報告とあわせて2024 年度の事業計画・予算や役員・委

員名簿を記載しました。巻頭では 2024 年度にニュースレター

「ハイライトよねやま」に掲載した主なニュースを紹介するな

ど、広報資料としての充実を図りました。また、統計・資料

編はＰＤＦデータで希望者に提供しました。

� 〔制作数：3,000 部〕

１５.	米山奨学事業ハンドブック

指定校選定による奨学生募集、面接選考から合否、世話ク

ラブ・カウンセラー依頼と選定、オリエンテーション実施など

奨学生の受け入れと奨学期間中のケアおよび歓送会に至るま

での手順を説明した実務マニュアルとして、地区米山記念奨

学委員会を中心に、希望数を配布しました。

� 〔制作数：900 部〕

１６.	面接委員の手引き

34 地区選考委員会および面接委員に対して、全地区統一

の公正で透明かつ奨学事業の使命に基づいた一定の選考基

準で奨学生の選考を推進すること、面接の基本マナーと質問

タブーを認識していただくことを目的に作成し、各地区の面接

委員オリエンテーションなどで活用されました。

� 〔制作数：800 部〕

１７.	カウンセラー・ハンドブック

世話クラブ、カウンセラーの役割、奨学生の心得と各種手

続きおよびカウンセリング事例などについて記載した、カウン

セラーおよび世話クラブ関係者必携の冊子です。冊子巻末に、

“ 奨学生ハンドブック”と“ハラスメント相談窓口のご案内 ”が

合冊されています。

ロータリー会員としてハラスメントへの認識を深め、ハラス

メントのない奨学事業推進を呼びかけました。　　 　　　　　　　　

� 〔制作数：3,700 部〕

１８.	奨学生ハンドブック

奨学生として知っておくべき“ロータリーの歴史と目的 ”や

“ 奨学事業の目的 ”、奨学生としての義務と責任を記載しまし

た。また、奨学生が行う各種手続きを説明し、カウンセラー

をはじめとしたロータリー会員との交流で留意する点をＱ＆Ａ

形式で分かりやすくまとめました。　 

� 〔制作数：1,400 部〕

１９.	英文リーフレット

海外のロータリー会員への広報を目的に制作している英語

版事業紹介リーフレット（2023 年度改訂版）を希望するクラブ・

個人に配布しました。

２０.	事業紹介リーフレット・よねやまガイド

2022年度にリニューアルした新入会員向けの事業広報ツー

ル「よねやまガイド」を希望するクラブ・個人に配布しました。

２１.	ホームページと情報公開　 
https://www.rotary-yoneyama.or.jp/

米山記念奨学会では、ホームページを一般広報の柱として

位置づけ、コンテンツの拡充につとめています。当事業の紹

介や奨学生募集情報のほか、これまでに制作した映像作品は

すべて動画で配信し、学友・奨学生の活躍を広く一般に広報

しています。また、奨学事業に関わる情報（定款、評議員・

理事名簿、財務諸表、事業計画・報告、予算）もホームペー
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Ⅴ．寄付の推進

2 ．寄付：クラブ･個人･法人の表彰

（1）達成クラブ（普通寄付金および特別寄付金合計額）		 		  2025/6/30 現在

3）クラブ創立記念特別寄付

2）功労者、功労クラブ、功労法人、特別功労法人　　2025/6/30 現在

米山功労者表彰（10万円毎）

第１回：1,678 名	 第２回：1,064 名	 第３回：696 名
第４回：    512名	 第５回：    386 名	 第６回：324 名
第７回：    236 名	 第８回：    170 名	 第９回：122名
第 10 回：  124 名	 第 11回～第 19 回：447名	 第20 回～第29 回 :129 名
第30 回～第39 回：27名	 第 40 回～第 49 回：17名	 第50 回以上：43 名

1 ．寄付金の実績（2024/7/1 〜 2025/6/30）

寄付金額 本年度予算達成率

普通寄付金 　405百万円 98.8％

特別寄付金 　925百万円 106.4％

合計    1,330百万円 103.9％

本年度表彰数

米山功労者 5,975名

米山功労クラブ 759クラブ

米山功労法人 23社

米山特別功労法人 13社

達成金額
達成

クラブ数
達成クラブ名

備　考
創立年月日

３億８千万円 1 名古屋名東ロータリークラブ 1978/6/20
３億円 1 ＊ 東京ロータリークラブ 1920/10/20

２億４千万円 1 ＊ 京都南ロータリークラブ 1954/3/11
２億３千万円 1 ＊ 大阪ロータリークラブ 1922/11/17
２億１千万円 1 ＊ 東京南ロータリークラブ 1950/8/4

１億９千万円 2 ＊ 京都ロータリークラブ 1925/10/7
＊ 横浜ロータリークラブ 1927/6/1

１億７千万円 3
大阪北ロータリークラブ 1952/12/16

＊ 大阪東ロータリークラブ 1957/6/6
＊ 奈良ロータリークラブ 1952/3/27

１億６千万円 1 ＊ 大阪南ロータリークラブ 1952/12/16

１億５千万円 2 ＊ 東京日本橋ロータリークラブ 1969/10/30
＊ 名古屋名南ロータリークラブ 1991/2/19

１億4千万円 4

大津ロータリークラブ 1950/12/19
東京中央ロータリークラブ 1987/3/27
京都西ロータリークラブ 1958/2/3
東京江北ロータリークラブ 1960/3/17

１億３千万円 4

岡山南ロータリークラブ 1956/12/15
横浜南ロータリークラブ 1962/3/30
土浦ロータリークラブ 1958/2/14
東京西ロータリークラブ 1955/6/23

１億２千万円 1 ＊ 東京銀座ロータリークラブ 1958/5/17

１億１千万円 7

大阪帝塚山ロータリークラブ 1961/4/7
京都東ロータリークラブ 1956/5/21
大和高田ロータリークラブ 1961/3/28
京都伏見ロータリークラブ 1973/3/22
大阪西南ロータリークラブ 1969/6/4
水戸ロータリークラブ 1951/3/15

＊ 横須賀ロータリークラブ 1951/6/29

１億円 6

金沢ロータリークラブ 1935/4/17
名古屋中ロータリークラブ 1969/10/6
長野ロータリークラブ 1962/8/1
福井ロータリークラブ 1950/10/15
岸和田ロータリークラブ 1954/6/9

＊ 東京クロスシティロータリークラブ 1971/6/20
９千万円以下では　� ＊：本年度達成クラブ
９千万円達成クラブ数：   20クラブ　　８千万円達成クラブ数：    37クラブ
７千万円達成クラブ数：   34クラブ    　６千万円達成クラブ数：    75クラブ
５千万円達成クラブ数：130クラブ    　４千万円達成クラブ数：194クラブ
３千万円達成クラブ数：321クラブ    　２千万円達成クラブ数：394クラブ
１千万円達成クラブ数：477クラブ

地区 クラブ数 寄付合計 地区 クラブ数 寄付合計 地区 クラブ数 寄付合計

2510 2 83万円 2610 1 50万円 2740 1 73.1万円

2550 2 20万円 2620 4 60万円 2750 6 70万円

2560 3 30万円 2630 1 10万円 2760 8 280.3万円

2570 1 10万円 2640 1 10万円 2770 3 80万円

2580 6 110万円 2670 6 115万円 2780 2 40万円

2590 3 30万円 2710 1 40万円 2790 4 60万円

2600 5 50万円 2730 1 30万円 2820 3 30万円

合計　64 クラブ　1271.4 万円

地区 寄付合計 地区 寄付合計 地区 寄付合計

2550 20万円 2590 50万円 2770 10万円

2560 17 万円 2600 30万円 2780 10万円

2570 23万円 2630 18万円 2840 37 万円

2580 50万円 2750 30万円

１1地区合計295万円

3 ．寄付：地区表彰

1）地区大会記念寄付
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2）個人平均寄付額上位 6 地区

3）個人平均寄付額の前年度比伸び率上位 6 地区

順位 地区 個人平均額 順位 地区 個人平均額 順位 地区 個人平均額

１ 2590 30,406円 3 2660 25,685円 5 2820 22,760 円

2 2770 25,967円 4 2650 23,223円 6 2780 20,865円

順位 地区 伸び率 順位 地区 伸び率 順位 地区 伸び率

１ 2720 114.7% 3 2590 107.7% 5 2750 106.0.%

2 2700 113.6% 4 2780 106.9% 6 2710 105.7%

4 ．寄付：学友からの寄付

米山記念奨学事業は、主にロータリー会員からの寄付によって支えられていますが、近年、学友からの寄付も増えています。今
年度も毎年継続していただいている寄付などがありました。「お世話になった恩返しに」「後輩を応援するために」との思いのこもっ
た学友からの寄付金は、累計で約１億 3,200万円にのぼります（2025 年 6月30日現在）。2024 年度に寄せられた学友からの寄
付金は、合計で1,994,622円となりました。

Ⅵ．会議・委員会・セミナーの開催

1 ．評議員会

第十六回　定時評議員会

成立年月日 成立要件 議　事

2024.9.10(火) 出席：26 名
欠席：  8 名
計 ：34 名

(役職理事7名、監事3
名出席)

議長：鈴木 喬評議員
a.	 評議員会議長選出
b.	 議事録署名人選出
c.	 第十五回評議員会議事録承認
d.	 後任評議員の選任
e.	 理事・監事の選任
f.	 2023 年度計算書類承認の件
g.	 報告事項：理事会決議報告、職務執行の状況報告、2023 年度事業報告

2 ．理事会

第四十三回　理事会

成立年月日 成立要件 議　事

2024.8.23(金) 出席：28 名
欠席：  7名
監事：  2名
計 ：37名

議長：若林紀男理事長
a.	 前回理事会議事録承認の件
b.	 評議員後任候補者の件
c.	 理事・監事候補者の件
d.	 2023 年度事業報告および附属明細書承認の件
e.	 2023 年度計算書類の報告及び監査報告等の件
f.	 2024 年度収支予算書一部修正の件
g.	 2024 年度専門委員会委員選任の件
h.	 定時評議員会招集の件
i.	 報告事項：職務執行の状況報告

第四十四回　理事会（書面による決議の省略）

成立年月日 成立要件 議　事

2024.9.10（火）
[書面決議]

理事総数35名の同意書
監事総数3名の異議の
ないことを証する書類

議事録作成：若林紀男理事長
a.	 若林紀男を代表理事に選定し、理事長とする。
b.	 相澤光春、井原 實を副理事長とする。
c.	 神野重行、田中久夫、大久保章宏、吉田知弘を常務理事とする。
d.	 井原 實を業務執行理事とする。

第四十五回　理事会（書面による決議の省略）

成立年月日 成立要件 議　事

2025.1.17（金）
[書面決議]

理事総数35名の同意書
監事総数3名の異議の
ないことを証する書類

議事録作成：若林紀男理事長
a.	 業務委託内容一部改定の件
b.	 奨学金給与規定一部改定の件
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第四十六回　理事会（書面による決議の省略）

成立年月日 成立要件 議　事

2025.3.3（月）
[書面決議 ]

理事総数35名の同意書
監事総数3名の異議の
ないことを証する書類

議事録作成：若林紀男理事長
a.	 2025学年度奨学生採用の件

第四十七回　理事会

成立年月日 成立要件 議　事

2025.6.10（火） 

出席：29 名
欠席： 6 名
監事： 3 名
計：38 名

議長：若林紀男理事長
a.	 第四十三回～四十六回理事会議事録承認の件
b.	 2026 学年度 奨学生採用数の件
c.	 2026 学年度 募集要項の件
d.	 2025 年度 事業計画書承認の件
e.	 2025 年度 資産運用方針の件
f.	 2025 年度 収支予算書（および資金調達・設備投資）承認の件
g.	 報告事項 : 会計収支報告、職務執行の状況報告

3 ．常務理事会

開催日 主な議事

2024.8.6（火) a.	 評議員後任候補者の件
b.	 理事・監事候補者の件
c.	 2025学年度 指定校選定の件
d.	 危機管理事例の件
e.	 2023 年度 事業報告および附属明細書の件
f.	 2023 年度 計算書類の報告および監査報告等の件
g.	 2024 年度 収支予算書一部修正の件
h.	 2024 年度 専門委員候補者の件
i.	 理事会・定時評議員会開催の件

2024.9.9（月）
[書面決議 ]

a.	 2024 学年度クラブ支援奨学金：10月採用申請の件
b.	 第2700 地区福岡南ロータリークラブ特例申請の件

2024.12.3（火） a.	 収支相償と指定正味財産への振替の件
b.	 奨学金プログラム英語名称統一の件
c.	 補完的保護対象者認定制度の件
d.	 海外学友会推薦奨学生 確約書見直しの件
e.	 割当数の高額寄付反映方法の件
f.	 第６代よねやま親善大使募集の件
g.	 ホームカミング制度補助費変更の件
h.	 業務委託覚書等一部改定の件
i.	 就業規則一部改定の件

2025.3.18（火） a.	 出国に関する規程、見直しの件　
b.	 第2720 地区からの世話クラブ制度に関する要望
c.	 国内/海外学友会補助費要領一部改定の件
d.	 第６代よねやま親善大使選考の件
e.	「ロータリーの友」よねやまだより契約更新の件
f.	 就業規則関連規程一部改定の件

2025.4.6（日）
[Zoom]

a.	 第2760 地区からの要望書の件

2025.4.9（水）
[書面決議]

a.	 海外応募者対象奨学金申込者に対する特例申請の件

2025.5.14（水） a.	 2026 学年度 奨学生採用数の件
b.	 2026 学年度 募集要項の件
c.	 2025 年度 事業計画の件
d.	 2025 年度 資産運用方針の件
e.	 2025 年度 収支予算（および資金調達・設備投資）の件
f.	 2025 年度 外部監査人の件
g.	 理事会開催の件

4．専門委員会

委員会 開催日 主な議事

財務委員会 2024.7.25（木) a.	 2023 年度 収支決算の件
b.	 2024 年度 収支予算書一部修正の件

2024.11.6（水) a.	 収支相償と指定正味財産の件
b.	 寄付表彰品の件

2025.4.24（木) a.	 2025 年度資産運用方針（案）の件
b.	 2025 年度収支予算書（案）の件
c.	 寄付表彰品の件
d.	 2025 年度 外部監査人選任の件

広報委員会 2024.11.7 (木） a.	 第6 代よねやま親善大使募集の件
b.	 ホームカミング制度補助費変更について

2025.3.6 (木) a.	 第6 代よねやま親善大使選考の件
b.	 2024 年度広報計画と予算の件
c.	 ｢ロータリーの友｣ よねやまだよりの契約更新

選考・学務
委員会

2024.7.23（火） a.	 2025学年度指定校承認の件
b.	 危機管理事例の承認
c.	 海外応募者対象奨学金制度の青少年交換プログラムとの連携強化

2024.8.27（火)
[書面決議 ]

a.	 2024 学年度クラブ支援奨学金10月採用申請の件

2024.11.8（金） a.	 奨学金プログラム英語名称統一の件
b.	 補完的保護対象者認定制度について
c.	 地区対象アンケート実施の件（１月/地区の実態把握のため）
d.	 カウンセラー・ハンドブックへの危機管理事例反映
e.	 海外学友会推薦奨学生確約書の見直し
f.	 第2720 地区からの世話クラブ制度に関する要望
g.	 割当数の高額寄付の反映方法の件

2025.2.19（水） a.	 2025学年度奨学生採用の件
b.	「出国に関する規程」見直し
c.	 第2720 地区からの世話クラブ制度に関する要望（前回からの継続協議）

2025.4.2（水)
[書面決議 ]

a.	� 第2610 地区 2025学年度海外応募者対象奨学金申込者に関する特例申請 
の件
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選考・学務
委員会

2025.4.22（火） a.	 2026 学年度 奨学生採用数
b.	 2026 学年度 奨学生採用内訳
c.	 2026 学年度 地区別奨学生割当数
d.	 2026 学年度 募集要項・申込書類
e.	� 第2610 地区 2025学年度海外応募者対象奨学金申込者に関する特例申請の

件( 奨学金受給資格と、承認された場合の奨学金支給開始月・支給期間につ
いて)

学友委員会 2024.10.23（水） a.	 海外学友会補助費要領の見直し
b.	 学友会代表者セミナープログラムの検討
c.	 世話クラブが RIを脱会した場合の対応
d.	 学友アンケートの実施に向けて

2025.3.5（水） a.	 継続協議：海外学友会補助費要領の見直し
b.	 学友代表者セミナーのプログラム検討
c.	 2025-26 年度　学友会関係予算について

５．タスクフォースの立ち上げ

2024 年度第一回常務理事会での承認を受け、2025 年２月から2026 年１月末までの１年間の予定で下記のタスクフォースが
発足しました。以下のテーマについて検討を行います。

◆日本人海外留学支援検討タスクフォース
（第2580 地区の地区大会の決議を受け発足）
座長　服部 良男　（第2760 地区　愛知三州RC）
委員　鈴木 　喬　（第2580 地区　東京江北RC）
委員　古川 静男　（第2600 地区　松本西南RC）
委員　柚木 裕子　（第2780 地区　かながわ湘南RC）　　　以上、敬称略

第 1回：2025 年２月５日　キックオフミーティング
第２回：2025 年４月８日　日本人留学生の状況把握
以降、2026 年1月末までに、４回のミーティングを予定

◆中長期ビジョン検討タスクフォース
（2024 年に開催された第十六回定時評議員会での意見を受け発足）
座長　相澤 光春　（第2780 地区　ふじさわ湘南RC）
委員　瀧川 好庸　（第2680 地区　神戸西RC）
委員　沼田 　廣　（第2830 地区　青森RC）
委員　田島 　透　（第2780 地区　ふじさわ湘南RC）　　　以上、敬称略

第 1回：2025 年２月18日　キックオフミーティング
第２回：2025 年5月21日　奨学金・現行制度の見直し
以降、2026 年1月末までに、３回のミーティングを予定

６．研修会の開催

理事研修会

理事は、業務執行を決定する理事会の構成員であり、法令及び定款の定めにより、法人事業、財産の管理を適切に行う責任
があります。また、地区内各種会合で適宜、米山記念奨学事業の目的・意義・成果、理事会決議事項につき、説明・報告を行っ
ていただく必要があり、特に新しい理事には、選任後できる限り早期に当事業についての知識と理解を深めていただくことが重
要であるため、理事オンライン研修会を以下の通り実施しました。

・日時： 2024 年10月４日（金）13:30 ～ 15:30
・形式：Zoomによるオンライン会議形式

次期米山記念奨学委員長セミナー

2025-26 年度地区米山記念奨学委員長を対象にしたセミナーを開催しました。

第１回：2024 年12 月２日(月)
2025-26 年度地区米山記念奨学委員長を対象とする第１回セミナーを12 月２日、都内で開催しました。午前の部は、若林紀

男理事長の挨拶、井原實副理事長の講話から始まり、事務局から学務・学友関連の説明を行った後、事例発表として第2510 地
区の三浦信一次期委員長から、サブ世話クラブの取り組みについて発表いただきました。午後の部では、事務局から広報、寄
付について説明。続いて第2680 地区の事例発表として、竹内博委員長から寄付増進の取り組みについてご紹介いただきました。
その後、４グループに分かれたディスカッションと各グループからの報告が行われ、質疑応答を経て、神野重行常務理事の講評
で締めくくられました。

第２回：2025 年６月９日(月)
６月９日、2025-26 年度地区米山記念奨学委員長を対象とする第2 回セミナーを都内会場で開催しました。午前の部は、神

野重行常務理事の挨拶に続き、事務局から学務・学友・広報関連について説明を行いました。午後の部では、事例発表①とし
て、第2760 地区の神谷恵理委員長から、海外応募者対象奨学金採用の取り組みについて、続けて事例発表②として、第2770 
地区の小川和義次期委員長から、米山奨学事業への理解促進と寄付増進の取り組みについて、それぞれご紹介いただきました。
その後 4 グループに分かれて「指定校選定および学校との連携について」という共通テーマでディスカッションと各グループから
の報告が行われ、質疑応答を経て、井原實副理事長の講評で閉会となりました。

７．ロータリー関連会議での事業紹介

・2024 年９月２・３日に横浜で開催された 2024-25 年度ガバナーエレクトラーニングセミナー（ＧＥＬＳ）には、ガバナー会の
協力を得て、参加者に業務委託・覚書冊子、学友会活動報告等の資料を配布しました。

・2024 年12 月14日・15日に横浜で開催されたロータリー研究会の１日目「各種報告」において、若林紀男理事長から当事
業の現況報告を行いました。また、ロータリー研究会事務局の協力を得て、参加者に「米山記念奨学事業・豆辞典」を配布しま
した。

８．学友会代表者セミナー

2025 年5月24日、国内外の米山学友会代表者を対象としたセミナーをハイブリッド形式で開催しました。本セミナーは、学
友会をさらに発展させるためのヒントを得てもらうことを目的に、2年に一度開催しています。今回は初の試みとして、学友会代
表者に加えて各地区の米山奨学委員にも参加を呼びかけ、総勢70 名が参加しました。

同セミナーでは、国内外の学友会による事例発表や学友会代表者によるグループディスカッション、地区米山奨学委員対象の
セッションが行われました。
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１．財団と地区との業務委託に係る覚書

2016 年の内閣府立入検査での指摘を契機に整備した「業

務委託に関する規程・覚書」に基づき、2025学年度採用の

米山奨学生について、当財団と地区、地区と世話クラブとの

同覚書の締結依頼を2025 年１月30日付で全 34 地区に送付

し、当財団と地区との覚書については、３月中旬までに全 34

地区との締結を完了しました。なお、それに先立ち、物価高

騰等に対応するため、地区奨学生活動費等の補助費を増額し、

業務委託内容を理事会の承認を得て一部改定しました。

２．地区と世話クラブとの業務委託に係る覚書

地区と世話クラブとの関係は、奨学生との交流・奨学金支

給等、業務の再委託の関係であることから、財団と地区との

上記依頼に続けて、2025 年２月13日付で覚書の締結を全

34 地区に依頼しました。地区と世話クラブとの再委託契約に

ついては、各地区において全世話クラブとの覚書の締結完了

次第、原本全てを地区で保管し、その控としてPDFデータを

当会宛てに送付してもらうこととし、７月上旬までに全 34 地

区からPDFデータを受領しました。今後、世話クラブ移動な

どが発生する際には、新しい世話クラブと覚書を締結いただ

くよう地区に依頼します。

３．	海外学友会との業務委託に係る覚書

台湾および韓国で実施している海外学友会推薦奨学金で

は、奨学金希望者の募集・選考を現地の学友会が担当してい

ます。2020 年12 月に実施された第２回内閣府立ち入り検査

において、「海外学友会との業務委託契約についても整備して

はどうか」との助言を受けたことから、2023 年度に「海外学

友会に対する業務委託に関する規程」を新設しました。同規

程に基づき、2024 年度から両学友会と業務委託に係る覚書

を取り交わしました。

４．登　記

【役員に関する事項】

2024 年11月18日：評議員・理事・監事の変更登記

５．内閣府

■2023 年度事業報告書等に係わる提出書類

2024 年９月27日、内閣総理大臣宛に2023 年度事業報

告書および計算書類を電子申請にて提出し完了しました。

■変更登記提出

評議員

〔登記：2024 年11月18日　内閣府：2024 年12 月13日申請〕

退任した評議員の後任者

理事

〔登記：2024 年11月18日　内閣府：2024 年12 月13日申請〕

理事・監事の登記

■2025 年度事業計画書・収支予算書提出

2025 年６月26日、内閣総理大臣宛に2025 年度事業計画

書および収支予算書を電子申請にて提出し完了しました。

６．監　査

(1)外部監査
　下記のとおり、会計および会計書類その他の手続につい

て、栗元秀樹公認会計士による監査を受けました。

2024 年７月分	 ･･･　2024 年	 ８月	26日

2024 年８月分	 ･･･　2024 年	 ９月	26日

2024 年９月分	 ･･･　2024 年	10月	24日

2024 年10月分	 ･･･　2024 年	11月	22日

2024 年11月分	 ･･･　2024 年	12 月	26日

2024 年12 月分	 ･･･　2025 年	 １月	30日

2025 年１月分	 ･･･　2025 年	 ２月	27日

2025 年２月分	 ･･･　2025 年	 ３月	27日

2025 年３月分	 ･･･　2025 年	 ４月	30日

2025 年４月分	 ･･･　2025 年	 ５月	29日

2025 年５月分	 ･･･　2025 年	 ６月	26日

2025 年６月分	 ･･･　2025 年	 ７月	10日

(2)監事監査
監事は栗元秀樹公認会計士の監査報告をうけ、下記の日程

で会計報告および業務の執行につき監査を行いました。また、

業務監査を行うため、常務理事会に出席しました。

2024 年 ７～９月分	 ･･･　2024 年	12 月 	３日	 実施

2024 年10 ～ 12 月分	 ･･･　2025 年	 ５月	14日	 実施

2025 年 １～３月分　	 ･･･　2025 年	 ６月	18日	 実施

2025 年 ４～６月分	 ･･･　2025 年	 ７月	15日	 実施

７．賠償責任保険

国際ロータリーの「青少年交換プログラム」におけるセクシュ

アルハラスメント訴訟を受け、リスクマネージのため、2007

年12 月25日に加入した賠償責任保険（人格権等侵害担保特

約条項付き）を引き続き１年間更改しました。

期　　間：2024 年12 月25日～ 2025 年12 月25日

　　　　　保険料：1,000,000 円　保険金額：１億円

被保険者：①理事・監事・評議員および職員

　　　　　②国際ロータリー日本地区ガバナー

　　　　　③日本国内に所在するロータリークラブ会長

　　　　　④地区米山奨学委員長

８．奨学生保険

2020 学年度（2020 年４月１日）から加入した奨学生に対

する傷害保険を引き続き１年間更改しました。補償範囲は、

毎月１回の世話クラブでの例会出席に加えて、地区行事のう

ち、当財団が地区に実施を依頼しているオリエンテーション

および終了式についても適用されます。

期　間：2025 年４月１日～ 2026 年３月31日

保険料：205,130 円

対象者：奨学生

内　容：【例会】活動時間：�３時間 （例会準備・例会出席・

終了後の後片付け等含む）

　　　　【地区行事】活動時間：７時間

	 　・往復途上補償あり

	 　・対象となる特定疾病：�細菌性食中毒、熱中症 

（日射病および熱射病等）、 

脱水症、低体温症

９．紺綬褒章

国際ロータリー第2770 地区岩槻東ロータリークラブの杉田

政男氏が、2024 年12 月21日付で紺綬褒章を受章されまし

た。紺綬褒章は公益のために私財を寄付し、その功績が顕

著な個人や団体に対し、天皇陛下から授与される褒章で、当

財団では 2018 年 ９月に公益団体認定を受けて以来、４人目

の受章者となりました。杉田氏は 2003 年2 月に日本赤十字社

へ多額の寄附をした功績により、初めて紺綬褒章を受章され、

今回、異なる支援先として当財団へご寄付をいただきました。

杉田氏は今回の受章について、「ロータリーで学んだ社会奉仕

の精神に基づき、日本で学ぶ外国人留学生を支援する事業に

賛同し、一人でも多くの学生を受け入れることを望んでいます」

と述べられました。 

Ⅶ．庶務事項

2024（令和６）年度事業報告には、「一般社団法人及び一

般財団法人に関する法律施行規則」第 34 条第３項に規定す

る附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存

在しないので作成しない。

2025(令和７) 年８月

公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
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1 ．目で見る財政の推移

■寄付金と奨学金・事業費推移　（2004年度～2024年度）

2 ．貸借対照表

3 ．正味財産増減計算書

■ロータリークラブ会員数推移　（1月1日現在）

Ⅷ．会計報告
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■基本財産・特別積立資産推移
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資産の部 （単位：千円）
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

流動資産 395,317 392,574 393,108 392,925 543,370 526,082 
基本財産 5,000,000 5,000,000 5,000,000 5,000,000 5,000,000 5,000,000 
特別積立資産 4,123,150 4,123,150 4,123,150 4,123,150 4,123,150 4,265,450 
奨学事業安定積立資産 814,814 828,806 846,876 1,001,486 926,186 793,186 
その他固定資産 53,681 58,551 62,736 61,264 68,344 70,663 
資産合計 10,386,962 10,403,081 10,425,870 10,578,825 10,661,050 10,655,381 

負債の部 （単位：千円）
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

流動負債 4,586 1,844 2,382 2,203 3,554 2,764 
固定負債 42,648 47,518 51,703 50,231 57,311 59,631 
　　退職給付引当金 42,648 47,518 51,703 50,231 57,311 59,631 
負債合計 47,234 49,362 54,085 52,434 60,865 62,395 

正味財産の部 （単位：千円）
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

正味財産合計 10,339,728 10,353,719 10,371,785 10,526,391 10,600,185 10,592,986 
（うち基本財産） 5,000,000 5,000,000 5,000,000 5,000,000 5,000,000 5,000,000 
（うち特定資産） 4,937,964 4,951,956 4,970,026 5,124,636 5,049,336 4,916,336 

（単位：千円）
負債および正味財産合計 10,386,962 10,403,081 10,425,870 10,578,825 10,661,050 10,655,381 

経常収益 （単位：千円）
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

普通寄付金 425,036 419,178 414,615 409,747 410,403 405,066 
特別寄付金 911,285 917,660 931,176 1,013,168 1,035,280 925,458 

（寄付金合計） 1,336,321 1,336,838 1,345,791 1,422,915 1,445,683 1,330,524 
受取配当金 90,000 124,830 124,830 194,130 156,600 250,020 
受取利息 48,679 42,659 34,020 20,764 22,680 48,479 
経常収益計 1,475,000 1,504,327 1,504,641 1,637,809 1,624,963 1,629,023 

経常費用 （単位：千円）
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

事業費 1,462,393 1,447,003 1,445,099 1,440,121 1,506,429 1,589,489 
（うち奨学金） 1,240,413 1,243,250 1,242,958 1,222,070 1,257,770 1,282,880 
管理費 45,790 43,333 41,475 43,083 44,740 46,695 
経常費用計 1,508,183 1,490,336 1,486,574 1,483,204 1,551,169 1,636,184 

（単位：千円）
正味財産の増減 -33,183 13,991 18,067 154,605 73,794 -7,161 

（注）1．奨学資金特別積立資産は特別積立資産と称する。	
　　　2．各年度財務諸表は独立監査人の監査を受け、適正意見を受領しております。

（注）1．奨学資金特別積立資産は特別積立資産と称する。
　　　2．各年度財務諸表は独立監査人の監査を受け、適正意見を受領しております。

（単位：百万円）

（単位：億円）

（単位：千人）

（年度）

（年度）

（年度）
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Ⅰ．奨学生の募集･選考

1 ．2026 学年度奨学金と採用数、募集時期と資格等【2026 学年度採用枠：940 名枠】

奨学金の種類

採
用
枠
数

月
額

資 格 等

年
齢

期
間

募集方法･時期
選考方法･承認 対象者の条件その他

学
部
・
博
士
・
修
士
課
程
対
象

学部課程ロータリー米山記念
奨学金
Rotary Yoneyama 
Memorial Scholarship 
(Undergraduate)

修士課程ロータリー米山記念
奨学金
Rotary Yoneyama 
Memorial Scholarship 
(Masters)

博士課程ロータリー米山記念
奨学金
Rotary Yoneyama 
Memorial Scholarship 
(Doctoral)

9
1
８
名
枠

学
部
10
万
円

45
歳
未
満

最
長
２
年

●指定校・被推薦者数
決定：8月初旬

●指定校・被推薦
者数公表： ８月初旬
●指定校からの受付期

限：10月15日
●選考方法
・地区選考委員会にて

書類審査・面接試験
・奨学会選考・学務委

員会、常務理事会を
経て理事会が最終決
定する

●合格内定発表（学校経
由）：１2 月中旬～２月
初旬

●最終合格決定： 
３月末

・対象：
　①�文部科学省が所管する日本の大学・大学院に在籍又

は在籍予定の外国人留学生であること。
　②�日本の大学・大学院の学位取得を目的としている者。
　③�長期履修学生制度の学生、研修生、研究生、６か

月未満の短期留学生などの、非正規学生でないこと。
・応募資格：
　-指定校推薦制度
　  �指定校は、地区選考委員会が、地区とその近隣に所

在する学校を指定し、当会が承認をする。応募者は、
指定校に在籍（進学）し、その指定校の推薦を受け
た者。

　-国籍とビザについて
　①�採用年の４月に日本以外の国籍を有する者。日本国

籍を含まない重国籍および無国籍は日本以外の国籍
とみなす。

　②�採用年の４月に、勉学または研究のための在留資格
「留学」で日本に在留している者、または日本の大
学に在学中で法務大臣から「難民」の認定を受けて
いる者、「避難民」の認定を受けている者で日本に
在留している者とする。

　※�条件付き応募について：応募段階で、前述に該当せず変更予定の
場合は、変更後の在留カード（PDFデータ）を提出することを条
件に応募できる。

　-在籍課程・学年
　  �学部課程３・４年、および医・歯・獣医学部５・６年。
　  大学院修士課程１・２年。
　  �大学院博士課程２・３年、および医・歯・獣医学系

博士課程３･ ４年。
　  修業年限により対象学年が異なる場合がある。

博
士
・
修 
士
14
万
円

上
記
以
外
の
高
等
教
育
機
関
対
象

地区奨励
ロータリー米山記念奨学金
Rotary Yoneyama 
Memorial Scholarship 
(District support)

大
学
以
外
の
教
育
機
関
7
万
円
／

大
学
以
外
の
学
部
相
当
の
学
年
10
万
円

40
歳
未
満

1
年
/
2
年
以
内

・対象：
　①�文部科学省が所管する大学以外の日本の高等教育

機関（短期大学・高等専門学校・専修学校・準備教
育課程等）に、在籍又は在籍予定の外国人留学生

　②�当会が指定する留学生研修機関等に在籍する外国
人留学生

・応募資格:
　-指定校推薦制度
　  �指定校は、地区選考委員会が、地区とその近隣に所

在する学校を指定し、当会が承認をする。応募者は、
指定校に在籍（進学）し、その指定校の推薦を受け
た者。

　- 国籍とビザについて
　  ①�採用年の４月に日本以外の国籍を有する者。日本

国籍を含まない重国籍および無国籍は日本以外の
国籍とみなす。

　  ②�採用年の４月に、勉学または研究のための在留資
格「留学」、「研修」、「文化活動」で日本に在留し
ている者、または日本の大学以外の高等教育機関
等に在学中で「難民」、「避難民」の認定を受けて
日本に在留している者とする。

　  ※�条件付き応募について：応募段階で、前述に該当せず変更予定
の場合は、変更後の在留カード（PDFデータ）を提出すること
を条件に応募できる。

　- 在籍課程・学年
　  課程、学年は限定しない。

組織活性化―事業理解促進と寄付増進

ロータリー米山記念奨学事業は、日本の全ロータリー地区

（以下、地区）による合同プロジェクトとして、70 年の歴史あ

る国際奨学事業です。各地区では、ガバナー、地区米山記

念奨学委員会等の皆さまが精力的に当事業の推進と寄付増

進に尽力していただいています。また、本年４月から始まった

2025学年度も、全国の 900 超のロータリークラブが「世話ク

ラブ」として奨学生のケアにあたり、事業の根幹である交流

の部分を支えてくださっています。当財団では引き続き、各地

区・ロータリークラブにおいて円滑に事業を推進し、奨学生・

学友と実りある交流を育んでいただけるよう、力を尽くしてま

いります。

2026 学年度は、940 名枠の奨学生採用で計画を策定して

います。ロータリー会員の皆さまから頂く寄付金を事業の主

たる財源とし、そのほか、2013 年度以降の正味財産増加によ

る剰余金を2015 年度から奨学事業安定積立資産として積み

立て、2018 年度以降、計画的に取り崩して奨学事業費に充

当しています。2016 年からは、坂本ドネイション・ファウンデ

イション株式会社から譲渡された株式の配当金が加わり、事

業の安定的な運営に繋がっています。会員の皆さまへの理解

促進・寄付増進は常に最重要課題であり、今後も努力と工夫

を重ねてまいります。

これまで支援した米山奨学生は累計で２万５千人に迫る規

模となり、その出身国は134 の国と地域に広がっています。

海外に10、国内に33ある元米山奨学生の同窓会組織「米山

学友会」は、ロータリークラブや地区が実施する国際奉仕活

動において日本と母国との架け橋となったり、災害発生時に

は義援金を募って被災地を支援したり、さまざまな独自の奉

仕活動を企画・実施するなど、活躍の幅を広げています。

米山学友と学友会は、日本のロータリーだけでなく、世界

のロータリーにとって貴重な財産と言えます。この素晴らしい

成果を世界のロータリーに知らせるために、2026 年６月に台

北で開催される国際ロータリー年次大会に当事業のブースを

出展します。台湾米山学友会の協力を得て、分科会の開催も

申請する予定です。

第４回となる「米山学友による世界大会」も、2026 年12 月

に台北で開催される予定です。国境を越えた“米山の輪 ”の広

がりを実感できる機会として、多くのロータリー会員、学友が

期待していますので、当財団からも必要なサポートを提供して

まいります。各学友会とのコミュニケーションを密にし、活動

の充実を図る支援を行います。

そのほか、2025 年７月から第６代よねやま親善大使が活動

をスタートしますので、各地区・ロータリークラブからスピー

チの機会をいただけるよう、プロモーションに努めます。

法人としては、本年４月からスタートした新しい公益法人制

度と新公益法人会計基準への対応を進めると共に、2025 年

２月から１年間、二つのタスクフォースを常務理事会の下に設

置し、今後の奨学事業の方向性・可能性について検討します。

これらの施策を通じて、当財団は 2025 年度も組織活性化と

奨学事業の充実に努めてまいります。

［目的と使命］

●米山記念奨学事業を通じてロータリーの「奉仕の精神」に

基づいた国際理解と親善及び世界平和の促進

●学業･異文化理解・コミュニケーション能力などを備えた優

秀な奨学生･研究者の支援

●国際社会で活躍し、世界平和の構築と維持に貢献できる奨

学生・学友の育成

●知的国際貢献を目指す奨学金制度

［重点目標］

1.	 各地区のガバナー、ガバナーエレクト、ガバナーノミニー、

パストガバナー、地区米山記念奨学委員長・委員、当財

団の評議員・理事、監事、専門委員等と協働し、ロータリー

米山記念奨学事業の理解促進と寄付増進を図る

2.	 国内外の米山学友会へのサポート

3.	 台湾国際大会を通じて世界のロータリーへのＰＲ推進およ

び第６代よねやま親善大使の派遣とホームカミング制度の

促進

4.	 新公益法人制度への対応と今後の奨学事業の方向性・可

能性の検討

2025
年度 事業計画・予算 2025．07．01-

2026．06．30
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奨学金の種類

採
用
枠
数

月
額

資 格 等

年
齢

期
間

募集方法･時期
選考方法･承認 募集方法、応募条件他

渡
日
前
入
学
合
格
者
対
象

海外応募者対象
ロータリー米山記念奨学金
Rotary Yoneyama 
Memorial Scholarship 
(Overseas candidates)
試行期間：
2012-2016 学年度試行期間
2017 学年度から2年間の促
進期間
2019 学年度から本制度

19
名
枠

博
士
・
修
士
14
万
円
/

学
部
10
万
円

45
歳
未
満

2
年

●募集締切： 
10月31日 
日本時間午後１時

●募集・選考方法：
・Web 専用サイトにて

応募書類を受け付け
る。

　入学予定校が所在す
る地区選考委員会に
て選考し、奨学会選
考・学務委員会・常務
理事会を経て、理事
会が最終決定する。

・原則として、書類選考
によって評価するが、
地区の方針で Web面
接の実施や、応募者
および指導教員に電
話またはメールによる
聞き取りを行う場合が
ある。

●合格発表： 
3月中旬まで

・�日本への留学を切望し、経済的理由で来日を躊躇して
いる多様な国・地域からの学生の来日を後押しし、留
学生にとって一番困難が多いとされる来日初年度から
支援する特別な制度。

・募集：
　�米山奨学会事務局が窓口となり、10 月初旬から募集

を開始する。
・対象：
　①�４月、９月または10月に、文部科学省が所管する日

本の大学・大学院正規課程に入学または編入学予定
の外国人留学生。

　②日本の大学・大学院の学位取得を目的としている者。
　③�長期履修学生制度の学生、研修生、研究生、６か

月未満の短期留学生などの非正規生でないこと。
・応募資格：
　-国籍、在留資格および居住地
　①�来日時に、日本以外の国籍を有する者。日本国籍を

含まない重国籍および無国籍は日本以外の国籍とみ
なす。

　②�勉学または研究のための在留資格「留学」を持ち、
入国する者。

　③入学予定校への入学まで海外に居住する者。
　※�①と②について、応募段階で、前述に該当しない場合は、来日ま

でに変更をすることを条件に応募できる。
　-日本滞在歴
　  �奨学金支給開始月までに、日本滞在歴がない者。た

だし、以下のいずれかに該当する場合は、応募資格
を認める。

　①�奨学金支給開始月までに日本滞在歴が通算31日を
超えない場合

　②�両親の都合で、日本に一時期滞在した場合（ただし、
期限は日本の義務教育期間まで）

　③�高校生の時にロータリー青少年交換プログラムで日
本に滞在した場合

　※�ロータリーへの理解と関係を更に深めることが期待されるため、
応募資格を認める。

　-日本語運用能力
　  ・�基本的な日本語を理解することができ、来日後、日

本語でのコミュニケーションに努め、米山奨学生と
して、交流を広げようとする意欲のある者。（日本
語能力検定N4以上保持が望ましい。）

補助費：
 渡航費補助(来日の片道分)：合格者には渡航費として
上限25 万円までの費用を日本円で支給する。

奨学金の種類

採
用
枠
数

月
額

資 格 等

年
齢

期
間

募集方法･時期
選考方法･承認 募集方法、応募条件他

奨
学
期
間
終
了
者
で
進
学
・
進
級
予
定
者
対
象

クラブ支援
ロータリー米山記念奨学金
Rotary Yoneyama 
Memorial Scholarship 
(Club support)

9
1
８
名
枠

博
士
・
修
士
14
万
円

ー

1
年
ま
た
は
6
か
月

●応募方法 
世話クラブ推薦

●４月採用締切： 
10月15日

　10月採用締切： 
８月15日

●選考方法
・地区選考委員会にて

書類審査
・奨学会選考・学務委

員会、常務理事会を
経て、理事会が最終
決定する

●合格発表
・【４月採用】
　合格内定：12 月中旬

～２月初旬
・合格決定：３月下旬
・【10月採用】
　合格内定：9月初旬
　合格決定：９月下旬

・現役のロータリー米山奨学生で奨学期間が終了する
者を対象に、奨学期間を延長する制度。当制度導入
地区のみ申し込みが可能。申し込みの主体は、世話
クラブとなる。世話クラブは、延長支援するための奨
学金の半額を特別寄付として納付する。

・応募資格：
　- 基本的要件
　  �被推薦者は、延長して世話をするに値する優秀性と

ロータリーへの理解と協力度が高い現役奨学生であ
り、地区を代表する奨学生として誇れる人物である
こと。引き続き、奨学生の義務を果たすことができ
ること。

　-対象
①奨学期間終了予定の奨学生（地区奨励と海外学友

会推薦の奨学生は除く）で、同地区または他地区
所在の大学・大学院の次の正規の課程へ進級、進
学する者。留年は対象外とする。
※�他地区所在の大学・大学院に進学（在籍）する場合は、研究

分野が変わらないこと、および世話クラブ例会に出席するな
ど、奨学生の義務を果たすことができることを条件とする。

②所定年限を超えて、博士課程在籍を予定し、６か
月又は12か月以内に学位取得を予定する者。所定
年限を超えて、博士課程在籍を予定する者は、１
回のみ応募ができる。ただし、10月採用にかぎり、
応募当初から12 か月の応募を希望する場合は、10 
月採用で６か月、翌年４月採用で６か月の申請が可
能。

③クラブ支援奨学金の終了予定者で博士号を取得し
ていない者。
※�世話クラブの判断により、複数回延長申請可能。延長期間の

合計は、２年までとする。留年は対象外とする。

学
部
10
万
円

上
級
研
究
者
対
象

海外学友会推薦
ロータリー米山記念奨学金
Rotary Yoneyama 
Memorial Scholarship 
(Overseas Alumni 
Association 
recommendations)

3
名
枠
（
台
湾
：
2
名
、
韓
国
：
1
名
）

奨
学
金
14
万
円

50
歳
未
満

最
長
1
年

●学友会の選考委員会
が募集･選考し、奨
学会選考・学務委員
会、常務理事会を経
て、理事会が最終決
定する

●募集：夏～ 11月末ま
での各学友会が定め
る期限

●当会への報告締切：
12 月末

●合格発表： 
３月下旬まで

・元米山記念奨学生が組織する学友会が各々の国で募
集・選考を行う渡日前予約型奨学金。台湾、韓国に
在住し、大学・研究機関等で活躍している常勤の上級
研究者で、日本の大学・研究機関等において研究活
動を行おうとする者を対象とする。

・台湾、韓国の学友会の選考委員会において、書類・
面接選考が行われ、被推薦者が決められる。

・応募資格：
　-�台湾、韓国籍を有する者で、それぞれの出身国に在

住している者
　- 応募時に博士の学位を持つ上級研究者
　-�日本の大学・研究機関等から「受入許可書」を得ら

れる者
・補助費：
　-�渡航費補助（往復分） 韓国上限５万円、台湾上限

７万円の実費
　- 宿舎手当 月額上限５万円の実費
　- 保険料（海外旅行傷害保険 <長期 >） 上限５万円
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（2）募集・申込方法

①	学部･修士･博士課程、地区奨励奨学生募集： 

指定校推薦

	 学部･修士･博士課程、地区奨励奨学生の募集は、指

定校推薦制度に基づいて行います。８月初旬、ホーム

ページに募集要項・申込書類を掲載します。希望者は申

込書をプリントアウトし、必要書類を添えて在籍する学

校窓口に提出します。申し込みは、学校担当者を通して、

Web 専用サイトで受け付けています。

	 募集期間：指定校発表後～ 10月15日

②	クラブ支援奨学生募集：世話クラブ推薦

世話クラブが主体となって申し込む現役奨学生を対象と

する奨学期間延長制度です。世話クラブは、延長期間

中に支給する奨学金の半額を負担します。ただし、や

むを得ず、世話クラブ単独で必要な寄付を集められな

い場合は、複数クラブで寄付を集めることが可能です。

募集要項・申込書類は、奨学会ホームページに常時掲

載しています。申込希望者がいる世話クラブは、申込書

類を用意し、必要書類を添えて奨学会に提出します。

募集締切：��（10月採用）８月15日必着、 

（４月採用）10月15日必着

3 . 学部･修士･博士課程、地区奨励、 
クラブ支援、海外応募者対象ロータリー
米山記念奨学金

(1)地区別採用数・割当方法

地区別採用枠数は、地区内にある大学および高等専門学

校専攻科を対象にキャンパス別に2025年４月現在在籍する

留学生数のうち有資格者数と、2023年度の地区別寄付額

を基準とし、更に2025年度株式配当金充当分を割り当て

て決定します。2026 学年度採用枠数 940 名のうち、別枠

21名と配当金充当分45名を除く874 名枠は、以下の方法

によって34地区に割り当てます。

① 874 名枠の１割(87名)を地区別有資格者数比率で
34 地区に割り当てます。

② 874 名枠の3割(263 名)を地区別個人平均寄付額
比率で34 地区に割り当てます。

③ 874 名枠の5割(437名)を地区別寄付総額比率で
34 地区に割り当てます。

④ 874 名枠の１割(87名)を特別寄付者割合で34 地区
に割り当てます。

なお、配当金充当分45名については、34地区に各1名、

株式による寄付を賜っている第2760 地区には前年を下回ら

ないよう、さらに11名を割り当てます。

2 ．2026 学年度奨学生採用数と奨学金別採用枠内訳

2025 年度寄付金収入予測、株式の配当金収入、2026 年度奨学事業安定積立資産の取崩収入、学友による高額寄付などを
考慮し、2026 学年度採用枠数を940 名とする。奨学金別採用枠の内訳は以下の通り。

2026 学年度 奨学金種類と採用枠数 2026 学年度採用枠数 地区への配分方法

1. 学部・修士・博士奨学生

９１９名
有資格者数、個人平均寄付額、寄付総額、特別

寄付者割合、配当金などにより配分

2. 地区奨励奨学生

3. クラブ支援奨学生

4. 海外応募者 
　 対象奨学生

枠内（二人目）採用
継続者　1名

枠外採用継続者 ８ 名
１８ 名

当制度導入は地区の裁量による。割当数外で１地区
１名採用可能、２名以降は割当数内2026 学年度新規採用者 １０ 名

5. 海外学友会推薦奨学生 ３名 合格者の所属予定機関所在地区へ配分

合計 940 名 940 名

（3）全国学校情報の収集と地区への提供 
　　 （留学生担当者･在籍数･特長等）

毎年４月中旬から５月中旬に全国の大学・高等専門学校

に対し、Web回答方式のアンケートを実施します。調査結

果は、①学校別在籍留学生数の把握、②地区別奨学生割当

数算出のための有資格者数把握、③学校との関係作りのた

めの基礎資料 として活用されるように、各地区に配布します。

これらの調査結果を踏まえ、各地区では次のような取り組み

を行います。地区における正確な在籍有資格者数を把握し、

必要に応じて地区単位で学校訪問や学校対象の奨学生募集

説明会を実施し、地区選考委員会として推薦してほしい奨学

生像を学校側に伝えます。各地区の方針を明確にし、指定

校推薦制度の底上げに役立つよう学校情報を活用します。

1.目　　 的

①学校別在籍留学生数の把握
②地区別奨学生割当数算出のための有資

格者数の把握
③学校との関係づくり

2. 内　　容
① 学校担当者名と連絡先
② 国・地域別、課程・学年別在籍者数
③ 留学生受け入れ体制の特長

3. 対　　象   全国の大学・高等専門学校

4. 調査方法 記名方式、専用Webサイトでの回答

(4)学校説明会

学校に対し、当会事業の目的や特長、求められる奨学生

の資質について理解を深めていただくとともに、奨学生の

選考方法や基準等の説明を行う、学校説明会および学校

訪問が地区で実施されています。実施時期や参加対象（指

定校または地区内所在校全て）は地区にて判断いただいて

いますが、各地区において各学校の留学生状況を確認し、

適切な指定校の選定および米山奨学生としてふさわしい学

生を推薦いただくことを目的とし、全地区での実施を目標

とします。

補助費として、申請に応じて、地区が負担した実費を補

助し、上限は10万円とします。各地区に対して、説明用資

料としてパワーポイント資料および学校訪問用配布資料を

提供します。

４ ．海外応募者対象ロータリー米山記念奨学金
（2019学年度より正規プログラムに移行）

(1)応募対象

日本以外の国籍を有し、日本以外の国・地域に居住する

者で、文部科学省所管の大学・大学院に入学予定である留

学生を対象とします。また、長期の日本滞在歴がない（「ロー

タリー青少年交換プログラム」による日本滞在歴を除く）こ

とを応募条件とします。

(2)採用数・割当方法

2026 学年度の採用数は、2024 学年度および 2025学年

度採用継続者、2026 学年度採用新規奨学生を合計して19

名枠となります。１地区につき枠外（別枠）採用人数は最大

１名、割当数枠内での採用人数は地区裁量とします。

(3)募集・申込方法：個人応募

ロータリー米山記念奨学会のホームページを通じて募集

します。申込希望者は、渡日前に必要書類を揃えて海外か

ら直接奨学会に提出します。入学予定校から合格通知や入

学許可書が発行され、入学手続きを完了すること、および

期日までに来日し来日後一週間以内に在留カード（留学）

を提出することが、最終条件です。

募集締切：10月31日　日本時間午後１時

(4)入学校所在のロータリー地区が書類審査

申込希望者の入学予定校が所在するロータリー地区が、

応募書類を基に選考します。申込希望者が海外在住のため、

原則として書類審査としますが、地区の方針によってWeb

面接や応募者および指導教員に電話またはメールによる聞

き取りを行う場合があります。採用された場合、当該地区

所属の奨学生となります。積極的に採用したい地区は、地

区内所在大学と連携することで、計画的な採用が可能です。

(5)入国初年度からの支援の意義

この制度の意義は、留学生にとって一番困難が多いとさ

れる来日初年度から支援できる点です。来日と同時に、「経

済的支援」と「ロータリー会員による精神的な支援」を受

けられる制度は、来日したことのない留学生にとって大きな

励みとなります。
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(6)多様性と日本語能力への期待

優秀かつ多様な研究分野と出身国からの学生の採用が期

待される奨学金制度として施行開始されましたが、世話ク

ラブやカウンセラーとの交流における日本語運用能力を重

要視する声も多く、2019 学年度からは「基本的な日本語を

理解できること（日本語能力試験 N4以上保持が望ましい）」

が条件となりました。

５．海外学友会推薦 
ロータリー米山記念奨学金

(1)応募対象

台湾、韓国籍を有し、それぞれの国に居住する博士の学

位を持つ上級研究者で、日本の大学、研究機関において研

究を予定する者を対象とします。

１.ホームカミング制度

学友の活躍を広く周知し、より多くの会員に米山記念奨

学事業の意義と成果を実感していただく機会を創出すること

を目的として、2008年度に本制度が設立されました。翌年

度には、日本国内居住者も招へいの対象となり、制度のさ

らなる活性化を図るため、2013年度より年間の招待人数の

上限を各地区２名としています。

2024年度は13件（海外７、国内６）が実施され、コロ

ナ禍以降で最多となりました。2025年7月以降の実施分に

ついては、物価高騰や遠方地域（欧米・中南米・アフリカ

など）からの招へいを考慮し、海外から学友を招へいする

場合の補助費上限額を１名につき35万円に増額します。な

お、国内在住の学友に対しては、従来通り１名につき上限

25万円を補助します。補助費申請締め切りは2026年５月

末とします。

２．学友のフォローアップ

奨学生の累計は現役奨学生を含めて24,830名（2025年

7月現在）となりました。そのうち日本在住の学友（元奨学生）

は約4,900名です。外交官として日本との架け橋となる者、

経済界で中心的役割を果たす者、行政・教育・医療・福祉

などで活躍する者など、多くの学友が各界で活躍しています。

学友の活躍や社会的貢献についての関心が高まっている今、

学友に関する情報の収集と提供をさらに充実する必要があり

ます。そのため事務局は下記の役割を担います。

(1)奨学生・学友（会）との連絡

奨学生と学友宛てに誕生日メールを配信します。誕生日

メールへの返信や、奨学会ホームページから各自がログイン

する連絡先更新が、奨学生・学友の情報管理と奨学会の広

報活動に役立てられます。これらの情報を「個人情報の保

護及び管理に関する規程」と「個人情報保護方針」に従い、

必要に応じて、各地区のガバナー事務所、関係するロータ

リー会員、学友会、ロータリークラブに提供します。

国内外において大きな災害が発生した場合は、メールによ

る安否確認、被害状況の把握に努めます。

(2)ロータリー会員、クラブ、ガバナー事務所との連携

カウンセラー経験者、元・現地区米山奨学委員、関係す

るロータリー会員、ガバナー事務所、クラブなどの協力を得

て、学友に関する消息や近況の情報の把握・提供と管理を

行います。

(3)奨学生・国内在住学友への年賀状送付

奨学生・学友の住所確認、現状把握を目的に、2017年

度から国内在住学友に年賀状を郵送しています。海外在住

Ⅱ. 奨学生と学友（元奨学生）

(2)採用数･割当方法

2026 学年度の採用枠数は、３名（台湾：２名　韓国：１名）

とします。割り当て方法は、地区別割当数とは別枠となり、

合格者の受け入れ地区は原則として、合格者の受け入れ機

関が所在するロータリー地区とします。

(3)募集・申込方法：海外学友会推薦

台湾・韓国の各米山学友会にて選考委員会が組織され、

募集を行い、被推薦者を選定します。

申込希望者は、応募に必要な提出書類を11月末までの

各学友会が定めた期日までに各選考委員会へ提出し、各学

友会は、12 月末を期限に被推薦者の必要書類を奨学会に

提出します。

海外学友会選考委員会の申込受付および問い合わせ先

は募集要項に記載します。

の学友および学友会会長には年賀メールを送信しています。

宛先不明で事務局に戻ってきた年賀状については今後の送

付先情報の確認を行い、住所情報の更新に努めます。

３．学友会活動の支援

学友同士のネットワークを強化し、関係するロータリー地

区との協力・連絡体制の充実を図ります。地区に新たに転

居してきた学友や、奨学期間を終了した元奨学生に対しても、

学友会からの連絡が適切に届くように、当会から、当該地

区に在住または勤務している学友の名簿を提供します。

学友会活動の自主的な運営と活性化を促すため、2022

年度より、学友会に関する規程と標準会則の運用を開始し

ました。また、学友会主催の行事については、申請に基づ

き補助費を交付しています。

学友委員会の取り組みとして、国内学友会の実態調査を

行います。具体的には、各地区の総会へ足を運び、学友会

の取組みや運営上の課題について、ヒアリングを行います。

現在、インドネシアでは学友が集い、米山学友会設立に

向けた準備を始めています。当会は、必要な情報提供・サポー

トを行い、設立を支援します。

新たな取り組みとして、2025年10月の米山月間に、国

内学友会で参加を希望する学友会を対象に「教育」を共通

テーマとした奉仕活動を実施します。これは、「どのような

活動を行えばよいか分からない」といった学友会からの声

に応えるための試みであり、本年はトライアルとして実施し

ます。実施した学友会には、申請に基づき補助費を交付し、

支援します。

(1)ロータリー米山学友会（国内）

現在、日本国内には34地区33学友会が組織されていま

す。地区内ロータリー活動への参加、ネットワークの拡大、

総会や親睦会の開催、会報の刊行、奉仕活動など学友会の

自主的な活動を支援します。また、国内学友会を対象に、

学友会運営がより円滑になるよう、学友会関係の書類をまと

めたマニュアルを提供します。

(2)ロータリー米山学友会（海外）

台湾、韓国、中国、タイ、ネパール、モンゴル、スリランカ、

マレーシア、ミャンマー、ベトナム（ホーチミン）で学友会

が設立されています。学友会では、帰国した学友の歓迎会、

地域での奉仕活動など自主的活動が行われています。当会

は、これらの学友会活動をロータリー会員に向けて広報する

などの支援を通じて、学友のネットワーク強化と地域社会へ

の貢献を後押ししています。

また、台湾と韓国の学友会は、「海外学友会推薦ロータリー

米山記念奨学金」の募集と選考という重要な役割を担って

います。なお、本奨学金プログラムは2024年度より、当会

と両学友会との間で業務委託覚書を締結し、それに基づい

て運営されています。

４．博士号取得記念品の贈呈

当会では、博士号を取得した奨学生・学友へ記念品（腕

時計）を贈呈しています。これまでに、累計で4,215名（2025

年7月現在）が博士号を取得しました。本制度は、奨学期

間終了後に博士号を取得した場合でも申請可能です。世話

クラブを通じて、申請・贈呈いただくことで、奨学期間終了

後も長期に渡り世話クラブと奨学生・学友が交流をする機

会を創出します。
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１．新規奨学生とカウンセラーのためのオリエ
ンテーション

毎年４月に新規奨学生およびそのカウンセラーを対象と

するオリエンテーションが各地区において開催されます。奨

学金合格者は、奨学生の心得・義務、奨学金額や奨学期

間などが明記された「確約書」に署名することによって正式

な奨学生となります。奨学生のみならずカウンセラーも共に、

奨学事業への理解を深め、経済的支援だけにとどまらない

世話クラブ・カウンセラー制度の素晴らしさを体験し、絆

を深めることの必要性を伝えます。

特に、奨学事業の価値は“どんな奨学生を採用したか、

どんな奨学生に育てたか、育ってくれたか”にかかっている

ことを強調し、奨学期間中に奨学生とカウンセラーとして接

するだけでなく、巣立った後も関わりを持ち、奨学事業の

成果を育み続けることの重要性を奨学生にもカウンセラー

にも理解していただきます。重要な情報を漏れなく周知して

もらうため、オリエンテーション実施者に対して、オリエン

テーション説明者用資料を提供します。

２．カウンセラー研修会

カウンセラー研修会は、2002年より実施されています。

奨学事業の特長である「カウンセラー制度」の充実と強化

を図ることを目的に、全地区での実施を目標とします。カ

ウンセラー研修会の実施に対しては、補助費を支給してい

ます。申請に応じて、地区が負担した実費を補助し、７月１

日時点の地区内奨学生数 ×3,500 円を上限とします。なお、

講師料（奨学生・学友・ロータリー会員は含まない）は実費

支給で上限３万円を支給します。

各地区の研修会の説明者に対して、研修用資料としてパ

ワーポイントを提供します。

カウンセラー・ハンドブックには、過去に多く寄せられた

質問をまとめたQ&Aや、危機管理に関する事例研究を掲

載しており、文化や習慣、考え方の違いについて理解を深め、

カウンセラーとしてどのように振る舞い、対応すべきかを示

し、ハンドブックを補助資料として活用いただくよう呼びか

けます。

また、各地区における危機管理対策を確認し、ハラスメ

ントへの認識を持つことの重要性を研修会で呼びかけてい

ただくよう研修資料に記載します。

Ⅲ.世話クラブとカウンセラー活動

ロータリー米山記念奨学会では「広報」を最も重要な取

り組みの一つとし、地区で米山記念奨学事業の推進にあた

る評議員、理事、地区米山記念奨学委員長をはじめ、国

内ロータリー関係者に対する内部広報を強化するとともに、

大学や関係諸団体などに対する対外広報にも努め、一層の

周知を図ります。

ロータリー会員および奨学生の当事業およびロータリー

への理解促進を図る目的で、2025 年度は台北国際大会で

の広報活動により事業の成果を伝えることができるよう努

めてまいります。2025 年７月から新たに就任する第６代よ

ねやま親善大使について、各地区で招へいいただけるよう

積極的にＰＲするほか、2026 年 6月13日～ 17日に開催予

定のロータリー国際大会（台北）では、世界のロータリー

会員に向けた広報活動を実施してまいります。

１．	2026 年台北国際大会における広報活動

ロータリー国際大会（台北）において、米山記念奨学事

業の国際的な広報活動を展開します。友愛の家にブースを

出展するほか、分科会の開催も計画しています。第６代よ

ねやま親善大使や台湾米山学友会の協力を仰ぐとともに、

世界各国の米山学友にも参加を呼びかけ、ロータリー会員

に対して当事業の意義と成果を発信します。

ブースではイメージバナーやポスターを掲示するほか、資

料やノベルティ配布などにより、多くの方に立ち寄っていた

だくための工夫をします。また、記録映像も制作予定です。

２．	米山バッジの配布

マグネット式米山バッジ、タイタック式米山バッジを希望

者へ配布し、米山記念奨学事業のＰＲならびに事業に関わ

る人たちの連帯感づくりに生かします。

３．	限定復刻版ネクタイ・スカーフの頒布

2022年度に製作した限定復刻版ネクタイ・スカーフのう

ち、まだ在庫のあるネクタイについて引き続き頒布します。

４．	50 周年記念誌

財団設立50 周年記念事業として制作した50 周年記念誌

について、2025 年度も引き続き、当会役員の参考資料や

地区における米山研修資料など、理解促進のツールとして

活用します。

５．	ＤＶＤ・記録映像・動画コンテンツの活用
と拡充

2025 年度も引き続き、映像コンテンツの拡充に力をいれ

ます。動画は当会公式 YouTubeチャンネルで公開するほか、

希望する地区・クラブへＤＶＤを配布し、クラブ、各種会合、

セミナーなどで活用していただくよう促進します。

６．	事業シンボルマーク入りＵＳＢメモリの頒布

若林紀男理事長寄贈のオリジナルＵＳＢメモリ（米山記念

奨学事業のシンボルマーク入り）を、事業の紹介動画や関

連データを入れて当会役員や地区米山記念奨学委員等へ頒

布し、活用してもらいます。

７．	よねやま親善大使

2025 年７月より活動を開始する第６代よねやま親善大使

の３人に、ロータリー内外に対する当事業のＰＲに協力し

てもらいます。要請に応じて、日本各地区で開催される地

区大会や米山セミナーなどで当奨学事業の意義や成果をア

ピールしてもらうほか、日常の社会活動の中でも積極的に

親善大使の名刺を配るなど、ロータリー関係者以外でも当

事業を認知してもらうよう努めてもらいます。

2024 年度から、「米山月間」である10月とその前後月で

ある９月・11月の３か月間に限り、クラブ例会への派遣旅

費も奨学会が負担することとしています。これにより、よね

やま親善大使の活動範囲を広げ、より多くのロータリー会

員へ当事業の理解を深めることができると考えます。よね

やま親善大使にはスピーチに役立つ研修も逐次実施します。

８．	ロータリーの友・よねやまだより

国際ロータリーの地域雑誌である「ロータリーの友」に、

ロータリーの友事務所編集部の協力を得て、ロータリー米

山記念奨学会のページ “よねやまだより”を毎号掲載しま

す。通常各月２ページ、米山月間である10月号には５ペー

ジをいただき、特集ページとします。毎月、文部科学省・

海外学友会などの関係者用に、ロータリーの友事務所から

「ロータリーの友」を購入し発送します。

９．	ロータリー米山記念奨学事業・豆辞典

米山記念奨学事業の概要を紹介する小冊子を作成し、米

山月間用資料として、全ロータリー会員に配布します。ま

た、希望に応じて随時ロータリー地区やクラブなどに配布

します。

Ⅳ. 広報活動

47Annual Report 2024Annual Report 202446

2025年度　事業計画・予算2025年度　事業計画・予算



１０．	クラブ米山記念奨学委員長の手引き

クラブにおける米山記念奨学事業推進に役立つ情報をま

とめた手引き書です。後半には、単独でも発行している「寄

付金マニュアル」を合冊しています。奨学事業について解

説するクラブ米山記念奨学委員長を対象として発行し、全

クラブに配布します。

１１．	米山学友の群像

2024 年度に作成した、巣立った学友の活躍や学友会の

活動を紹介する冊子『米山学友の群像 vol. ６』を、希望に

応じてロータリー地区やクラブなどの関係団体を対象に配

布することにより、奨学事業の成果を広く知らせます。

１２．	寄付金増進

寄付金マニュアル：寄付金納入の手続きや税制上の優遇

措置、表彰制度など寄付金について必要な基本情報や個人

情報保護の対象となる寄付金実績の取り扱いなどを詳述し

たマニュアルを作成し、全ロータリークラブに配布します。

寄付者へのメッセージ：寄付者への感謝のメッセージとと

もに米山記念奨学事業への理解をより一層深めていただけ

るチラシを作成し、申告用領収証に同封して送付します。

１３．	事業報告書（Annual Report）

事業計画、事業報告、予算、決算など財務諸表および奨

学金制度など奨学事業の概要が記載されています。

１４．	奨学事業ハンドブック

地区米山記念奨学委員会の実務マニュアルです。年間計

画に基づき、行事や提出書類の締切などを明記し、より実

務に沿った冊子にしています。また、割当数決定から始ま

る指定校選定、面接選考、合否決定、世話クラブ決定、オ

リエンテーション実施までの手順をマニュアル化し、実例

を挙げて留意点を説明した手引書です。当会役員、地区米

山奨学委員会、ガバナー（地区）事務所等へ配布します。

１５．	面接委員の手引き

2012年１月４日に、ロータリー米山記念奨学会は公益財

団法人となりました。これを機に、2013学年度奨学生採用

から、「全国統一の選考基準と評価表」を策定し、基準に

沿った奨学生選考を行っています。冊子「面接委員の手引

き」と補助資料のパワーポイントでは、全国統一の選考基

準の他、面接委員の心得として「面接基本マナー、守秘義

務・個人情報の管理、公正で透明な選考、基本的人権への

配慮・プライバシー侵害への認識」等について説明してい

ます。これらの注意事項を面接委員に周知いただくための

「面接委員対象のオリエンテーション」を全地区で開催いた

だくよう呼びかけます。今後は地区へのさらなる評価項目

や採点方法の理解徹底を行い、米山記念奨学生として相応

しい学生を採用できる有効な方法を構築します。

１６．	カウンセラー・ハンドブック

世話クラブ、カウンセラーの役割、奨学生の心得と各種

手続きなどについて記載したカウンセラー用ハンドブックで

す。全カウンセラーおよび世話クラブに配布します。

１７．	奨学生ハンドブック

奨学生の心得と各種手続きを説明し、世話クラブやカウ

ンセラーをはじめとしたロータリー会員との交流で留意する

点をQ&A 形式でまとめた奨学生用ハンドブックです。奨学

生、カウンセラー、合格した新規奨学生の学校の担当者に

配布します。

１８．	英文リーフレット

2023 年度にリニューアルした英文リーフレットを、希望す

る個人やクラブ、地区、海外のロータリー会員へ配布する

ことで、海外に向けて幅広く当事業について広報します。

１９．	事業紹介リーフレット・よねやまガイド

2022年度にリニューアルした新入会員向けの事業広報

ツール「よねやまガイド」を、希望する個人やクラブ、地区

に配布します。

２０．	米山記念奨学事業紹介バナー・ロゴ旗

各種セミナーや行事で米山記念奨学事業のアイキャッチ

として好評の自立式バナースタンド（2015-16 年度改訂版）

を、希望地区に頒布します。また、大会場での展示向けに、

グラフィックバナー（4 枚組、1枚あたり縦 200㎝ × 横 95㎝）

と、ロゴ旗（縦 210㎝ × 横 140㎝と縦 135㎝ × 横 90㎝の2

種）を、希望する地区やクラブに貸し出して掲揚していただ

きます。

２１．	奨学生・学友用タスキ

2021年度から貸し出しをしている奨学生・学友用タス

キについて、運用開始時から使用している50 本に加え、

2023 年度に新たなロゴで製作した50 本と合わせた100 本

を、希望する地区やクラブに貸し出して活用いただきます。

２２．	米山記念奨学会ホームページと情報公開

ロータリー米山記念奨学会の紹介や奨学生募集情報、米

山奨学生・学友の活躍を、ホームページを用いて広く一般

に広報します。また、奨学事業に関わる情報（定款、評議

員・理事名簿、財務諸表、事業計画・報告、予算）を公開

して一般の人々の理解と関心を高めます。また、ロータリー

会員向けに各ロータリークラブの寄付金納入実績を掲載し、

寄付金の現状を提供し、広報資料をダウンロードできるよ

う掲載します。ホームページは日本語のほか、英語のペー

ジを設け、日本留学希望者へ奨学金情報を提供します。ま

た、facebookとYouTube 公式ページにおいて、各地区の

米山関連イベントや学友情報、留学生にとって役立つニュー

ス、動画など迅速な情報提供に努めます。

２３．	電子メールによる情報発信・提供：ハイ
ライトよねやま

Ｅメールとホームページを通じ、クラブやロータリー会員

向けに「ハイライトよねやま」を発行し、奨学事業の最新

ニュース、寄付金状況速報、学友情報などを発信します。

２４．	スピーチ特撰集

学友の秀逸なスピーチを収録したハンディサイズのブック

レット１～２巻を、希望者に配布します。
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公益財団法人ロータリー米山記念奨学会の最高議決機関

である評議員会、業務執行の決定機関である理事会、およ

び常務理事会・専門委員会を開催します。これからの新し

い時代に即した財団運営について真摯に取り組みます。また、

より公正・公明な組織運営を行うため、地区代表者を対象

とした各種セミナーを開催します。

１．評議員会

年１回定時評議員会を開催し、理事及び監事の選解任、

定款変更および決算等重要事項を審議します。

２．理事会

定時理事会として年２回理事会を開催し、業務執行の決

定、事業計画・予算、事業報告・決算等を審議･決定します。

３．常務理事会

年４回以上常務理事会を開催し、専門委員会から提案さ

れた事項や事業運営について審議し、理事会へ上程します。

４．専門委員会

奨学事業を推進するために、選考・学務委員会、財務委

員会、広報委員会、学友委員会の４つの専門委員会を設置

します。

専門委員会は担当理事、理事、評議員およびロータリー

会員の有識者によって構成されます（学友委員会には、学

友の有識者も参加します）。年間２回～４回の委員会を開催

してそれぞれの分野における調査研究とそれに関する提言・

提案を策定し、理事長に報告します。専門委員会の主な職

務は次のとおりです。

(1) 選考・学務委員会

この法人に応募する奨学生候補者の選考を行う。

選考および学務に関する事項の調査研究とそれに関する

提言・提案を策定し、理事長に報告する。

(2) 財務委員会

財務・会計に関する事項の調査研究とそれに関する提言・

提案を策定し、理事長に報告する。

(3) 広報委員会

広報に関する事項の調査研究とそれに関する提言・提案

を策定し、理事長に報告する。

(4) 学友委員会

学友、学友会に関する事項の調査研究とそれに関する提

言・提案を策定し、理事長に報告する。

(5) タスクグループ

常務理事会の委嘱を受けて作業委員会を組織する。特定

の課題の検討、問題の解決を図る。

・�日本人海外留学支援検討タスクフォース（2025年２月

から2026年１月）

　�（第2580地区の2024年２月29日付地区大会決議を

受け発足）

・�中長期ビジョン検討タスクフォース（2025年２月から

2026年１月）

　�（2024年に開催された第十六回定時評議員会での意

見を受け発足）

５．ガバナーエレクト・ガバナーノミニーに対
する事業紹介

次年度の地区のロータリー活動推進者となるガバナーエレ

クトに対して、理解促進と協力の重要性を訴えます。９月開

催のＧＥＴＳ（ガバナーエレクト研修セミナー）では、事業

説明や学友のスピーチを通じ米山記念奨学事業の意義を説

明し、11月開催のロータリー研究会に合わせて開かれるＧ

ＥＴＳおよびＧＮＴＳ（ガバナーノミニー研修セミナー）にお

いても、米山記念奨学事業について理解を深めるの時間を

設けていただき、地区における事業理解推進やよねやま親善

大使、ホームカミング制度の積極的な活用を呼びかけます。

６．次期地区米山記念奨学委員長セミナー

次期地区米山記念奨学委員長を対象に12月と５～６月に

セミナーを開催します。

米山記念奨学生として相応しい学生の採用方法やカウンセ

ラー制度の強化、学友会の運営、ハラスメント対応等の具

体的な実務への理解を進め、問題への対応事例の共有など、

委員長同士の交流と議論の場を持つことによって、地区での

米山記念奨学事業の円滑な促進を目指します。併せて、次

年度寄付目標について具体案を出し合います。

(1) �次年度の地区米山記念奨学委員長は、ガバナーエレクト

が示す地区の目標に従って、地区における米山記念奨学

事業を推進します。そのため、奨学事業の現況、寄付状

況の把握、寄付増進の方策、募集・選考システムの理解、

Ⅵ.会議・専門委員会・セミナーの開催

ロータリー米山記念奨学事業を維持するために必要な寄

付額を具体的に提示し、ガバナー、理事、評議員、地区米

山記念奨学委員長、パストガバナーの協力を得て寄付目標

の達成を図ります。寄付の目的･意義、学友活動報告、寄

付状況等きめ細かい情報をタイムリーに提供し、奨学事業

への理解を深め、今後より一層の寄付増進を図ります。

１．	普通寄付金

普通寄付金は、当会事業の安定財源となるご寄付です。

毎年金額が変動する特別寄付金だけでは、留学生への奨

学金給付という公益事業の安定的・継続的な財源とはなり

ません。当会では財団設立当初から、全ロータリークラブ

に安定財源としての普通寄付金をお願いしてきました。多地

区合同活動として日本の全 34 地区が参加する当事業への

理解と関心を深めていただき、奉仕の実践として、普通寄

付金のご送金をお願いします。また、クラブからの申請に

より、税制上の優遇措置も特別寄付金と同様に受けること

ができます。

２．	特別寄付金

特別寄付金は個人、ロータリークラブまたは法人として、

普通寄付金以外に寄付されるもので、税制上の優遇措置を

受けることができます。2012年１月以降の寄付金から個人

の所得税に関しては税額控除と所得控除のどちらかを選択

できるようになりました。また、2013 年１月分の寄付金か

ら全寄付者に対して領収証を発行しています。この寄付金

控除の特典を周知徹底して特別寄付金の増進を促します。

さらに各個人やロータリークラブや寄付者の情報をデータ

ベース化します。

３．	表彰制度

従来は、感謝状以外の表彰品としては、特別寄付金が累

計100万円に達した米山功労者メジャードナーの表彰の「ピ

ンバッジ（金色石あり）」でしたが、2023 年度からは寄付

増進の一環として「ピンバッジ（銀色石なし）」を新たに製

作し、累計50万円に達した「第5回米山功労者マルチプル」

で贈呈しています。さらなる広報活動を通じて、現行の表

彰制度を周知徹底し、一層の寄付増進を促します。また、

法人に対する表彰制度の認知度向上を図り、法人寄付の増

強にも取り組みます。

４．	遺言による寄付金

遺言寄付に対しては相続税法上の優遇措置を受けること

ができます。遺贈した財産は相続財産から控除されます。

また、相続税の申告期間内に相続人から寄付（相続財産か

らの支出）される場合も、相続財産から控除されます。生

前より目標額を定めて積み立てる寄付金制度と併せて、寄

付者の意思を反映させた制度として充実させます。

Ⅴ.寄付の推進
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１．法人事務局運営

●	評議員会・理事会・常務理事会・専門委員会の決定事項

執行に際し、担当役員との綿密な打合せ、職員の相互協

力により課題解決と目標の達成を行います。

●	評議員会・理事会・常務理事会・専門委員会等の円滑な

運営の為、課題整理・情報共有に向け事務局協力体制を

強化します。

●	全国ガバナー事務所、地区米山記念奨学委員長への速

やかな情報提供に努めます。また、情報収集・提供をよ

り充実させる為、継続して現行の情報システムを検証し、

使い手のニーズにあったシステム構築を目指します。

●	資産運用は国債を中心とし、規程に基づきリスクの低い

金銭信託等での運用も柔軟に行います。

２．公益法人としての整え

●公益法人として、公平性・公正性・透明性に留意した事

業遂行と事務処理をします。

●	法令を遵守し、高いモラルの維持、危機管理、緊急事態

への迅速な対応を行います。

３．個人情報保護

●	個人情報保護に関する法令、ガイドラインおよび個人情

報保護方針、個人情報の保護及び管理に関する規程を遵

守します。

●	個人情報保護に関し、ホームページをはじめハンドブッ

ク、各種資料に個人情報保護の方針、奨学生の個人情報

に関する取り扱いと留意点を明記し、適切な対応を徹底

します。

４．職員研修と業務改善

●	スタッフの意識高揚、業務の効率化等、能力・資質を高

めるための研修（OJT/OFF -JT）を行います。

●人権意識を高め、個人情報保護、個人情報の漏洩予防に

関する研修を行います。

●	課題別調査・アンケート結果を十分検討し、担当業務の

改善･刷新に役立てます。

●	事務局運営の合理化を図り、経費の節減、業務の効率

化を進めます。

●	「人材育成と適正な還元」を目的に再構築した人事評価

制度に則って職員の能力向上・キャリア構築支援に努め

ます。

５．行政・他団体との連携

●	内閣府、文部科学省、外務省、留学生奨学団体連絡協議

会（JISSA）、国際教育交流協議会（JAFSA）、公益法人

協会など、関係団体との協力関係の維持に努めます。

６．システム開発

●	業務システムの新規開発はありません。

Ⅷ .事務局の運営

地区内大学との関係促進など、委員長の役割について研

修します。

(2) �奨学事業の価値を決めるのは“どんな奨学生を採用した

か、どんな奨学生に育てたか、育ってくれたか”にかかっ

ています。全国34地区のガバナーと地区米山記念奨学委

員長に対して、奨学生選考基準、面接委員としての責務と

心得の重要性を強調します。

(3) �奨学期間が終了しても続く交流を目指し、奨学期間中のカ

ウンセラーとの関わり方や、終了後の積極的な学友会への

参加促進について議論し、その方法を検討します。

１．財団と地区との業務委託に係る覚書

2020 学年度から地区との業務委託に係る覚書の締結を

開始しました。以降、毎年、学年度ごとに覚書の締結を行

います。

２．地区と世話クラブとの業務委託に係る覚書

地区と世話クラブとの関係は、奨学生との交流・奨学金

支給等、業務の再委託の関係であることから、覚書の締結

を依頼します。

なお、「業務委託に関する規程」および「業務委託に係

る覚書」に基づき、当会は委託事業に係る経費に充当して

もらう目的で、地区・世話クラブにそれぞれ補助費を支給し

ています。昨今の物価高騰の影響から補助費が不足してい

る現状があるため、2023 年度から世話クラブ補助費を増

額しました。さらに2024 年度からは、各地区における奨学

生の交流活動等の充実を図るため、地区への補助費（地区

奨学生活動費）も大幅に増額しました。

Ⅶ . 業務委託

３．海外学友会との業務委託に係る覚書

台湾および韓国で実施している海外学友会推薦奨学金で

は、奨学金希望者の募集・選考を現地の学友会が担当して

います。2020 年12 月に実施された内閣府による第２回立

入検査において、「海外学友会との業務委託契約について

も整備してはどうか」との助言を受けたことから、2023 年

度に「海外学友会に対する業務委託に関する規程」を新設

しました。2024 年度から同規程に基づき、台湾・韓国の両

学友会と業務委託に係る覚書の締結を行っています。
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X.主要年間計画表（1）2025（令和7）年7月〜 12 月

年 2025 年

月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

理
事
会
・
評
議
員
会

常
務
理
事
会

選
考
・
学
務
委
員
会

財
務
委
員
会
・
監
査

広
報
委
員
会

学
友
委
員
会 10/24（金）

年
間
行
事

8/5（火）

指定校通知

（横浜）
ロータリー研究会

11/18 ～ 20

8/22（金） 9/10（水） 12/1（月）

8/5（火） 12/2（火）

7/17（木） 11 月中旬

7/15（火） 11 月上旬 12 月上旬7/23（水）

11/6（木）

面接
選考米山月間

奨学生募集

・事業報告
・決算報告
・専門委員選任

・決算報告
・監査報告

理
事
会

・事業報告
・収支決算
・委員会委員候補者選出
・各委員会報告
・理事会・評議員会議案

常
務
理
事
会
Ⅳ

・指定校承認
・制度の見直し・改定検討
・第二回次期委員長セミナー報告
・海外学友会推薦奨学金制度 業務委託締結の報告
・学校アンケート結果報告

選
考
・
学
務
委
員
会
Ⅳ

・収支決算
・資産運用報告

財
務
委
員
会
Ⅲ

・委員長選任
・月別収支決算報告
・資産運用報告

財
務
委
員
会
Ⅰ

・委員長選任
・学友会の活性化に向けて

学
友

委
員
会
Ⅰ

・委員長選任
・奨学金応募状況の報告
・規程、制度の見直し・改定検討
・第一回次期米山奨学委員長セミナー（案）
・秋入学海外応募者対象奨学生入国の報告

選
考
・
学
務
委
員
会
Ⅰ

・委員長選任
・台北国際大会 広報施策検討

広
報
委
員
会
Ⅰ

・応募状況
・委員会委員長紹介
・各委員会報告
・�事業に関する諸課題の

検討

常
務
理
事
会
Ⅰ

理
事
長
・
副
理
事
長
会
合

定
時
評
議
員
会

監
事
監
査

監
事
監
査

事
業
報
告
提
出

内
閣
府:

セ
ミ
ナ
ー

次
期
米
山
奨
学
委
員
長

米山関連

ロータリー
全般

9 月下旬

IX.予算（2025 年7月1日〜 2026 年 6月30日）

合計
1,706
百万円

特別寄付金
51.0 %

(870 百万円）

受取配当金
10.0 %
(170 百万円）

利息収入
4.3%

（73百万円）

特定費用準備
資金取崩額
 7.6 %

（130 百万円）

経常費用増減額
3.1 %

（53百万円）

普通寄付金
24.0 %

（410 百万円）

合計
1,706
百万円

奨学金以外の
事業費
18.7 %

(318 百万円）

管理費
3.2 %

(55百万円）

奨学金
78.1%

(1,333百万円）

経常収益

経常費用
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（所属地区 ロータリークラブ）

理事長

副理事長

常務理事

監事

井原　 實 
（2770 さいたま新都心）

業務執行
選考・学務担当

相澤　 光春 
（2780 ふじさわ湘南）

広報担当

若林　 紀男 
（2660 大阪東）

2025
年度 役職理事および監事

大久保　 章宏 
（2800 山形南）

学友担当

神野　 重行 
（2760 名古屋名駅）

選考・学務担当

吉田　 知弘 
（2700 福岡東）

危機管理／法務担当

田中　 久夫 
（2840 高崎）

財務担当

鈴木　 孝雄 
（2580 

東京池袋豊島東）

藤中 　秀幸 
（2710 岩国中央）

上山　 昭治 
（2580 

東京武蔵野中央）

年 2026 年

月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

理
事
会
・
評
議
員
会

常
務
理
事
会

選
考
・
学
務
委
員
会

財
務
委
員
会
・
監
査

広
報
委
員
会

学
友
委
員
会

年
間
行
事

（米国・オーランド）
国際協議会

1/11 ～ 15

( 台湾・台北）
RI 国際大会

6/13 ～ 17

3 月上旬

2 月下旬 3 月下旬 5 月上旬

2 月下旬 4 月中旬

3 月下旬 4 月中旬 5 月上旬

3 月上旬

合否通知：3 月末

X.主要年間計画表（2）2026（令和 8）年1月〜 6月

6 月上旬 6 月中旬

オリエンオリエン
テーションテーション歓送会歓送会面接

選考

・事業計画
・収支予算
・募集要項
・奨学生採用数

書面決議：
奨学生採用

書面決議：
奨学生採用

理
事
会

常
務
理
事
会

・月別収支決算報告
・資産運用報告
・次年度予算案
・�次年度資産運用

財
務
委
員
会
Ⅱ

・�地区選考状況の確認 
（調査結果など）

・�奨学生採用（合格・補欠者）
・�規定、制度見直し・改定

検討
・�地区アンケート結果報告

選
考
・
学
務
委
員
会
Ⅱ

・奨学生募集計画
・奨学生採用数
・地区別割当数
・募集要項
・学校アンケート実施報告

選
考
・
学
務
委
員
会
Ⅲ

・次年度広報施策および予算案
・�ロータリーの友「よねやまだより」 

契約更新

広
報
委
員
会
Ⅱ

・割当数算出方法
・各委員会報告
・�事業に関する諸課題の

検討

常
務
理
事
会
Ⅱ

理
事
長
・
副
理
事
長
会
合

理
事
長
・
副
理
事
長
会
合

・事業計画
・収支予算
・募集要項
・奨学生採用数
・資産運用方針
・理事会議案

常
務
理
事
会
Ⅲ

監
事
監
査

監
事
監
査

事
業
計
画
提
出

内
閣
府:

セ
ミ
ナ
ー

次
期
米
山
奨
学
委
員
長

理
事
会

・学友会の活性化に向けて
学
友

委
員
会
Ⅱ

3 月上旬
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島　 信英 
（2700 久留米東）

評議員

吉田　潤司 
（2500 釧路）

大谷　光夫 
（2560 高田）

石丸修太郎 
（2510 札幌西）

前嶋　 修身 
（2570 熊谷）

山口　淑子 
（2520 盛岡滝ノ沢）

渡邊　和良 
（2770 浦和北）

青木 貞雄 
（2790 成田 

コスモポリタン）

酒井　善盛 
（2530 南相馬）

大野　 清一 
（2590 横浜東）

柳谷　悦麿 
（2540 能代）

齋藤　榮助 
（2800 米沢中央）

都筑　文男
（2600 塩尻）

太城　敏之 
（2550 宇都宮東）

池田　正純 
（2820 牛久）

湯浅外志男 
（2610 小松）

刀根荘兵衛 
（2650 敦賀）

高橋　伸治 
（2630 岐阜）

四宮　孝郎 
（2660 大阪西南）

淺田　豊久 
（2750 東京六本木）

豊田　 章二 
（2670 高松南）

田中　常浩
（2830 むつ）

森田　 高史 
（2840 伊勢崎）

瀧川　好庸 
（2680 神戸西）

後藤　定毅 
（2780 大和中）

岩﨑　陽一 
（2690 鳥取西）

村上　有司 
（2640 田辺）

脇　　正典 
（2710 防府）

堀川　貴史 
（2720 熊本南）

山ノ内文治 
（2730 鹿児島）

花島　光喜 
（2740 鹿島）

鈴木　 喬 
（2580 東京江北）

松村　友吉 
（2620 焼津）

伊藤　 靖祐 
（2760 江南）

理事

漆崎 　隆 
（2500 釧路ベイ）

髙橋　 秀樹 
（2560 新潟）

嵯峨　 義輝 
（2510 岩見沢）

井内 　康輝 
（2710 広島南）

桑原　 茂 
（2520 塩釜）

玉木　 修 
（2540 秋田西）

沼田　 廣 
（2830 青森）

平井　 義郎 
（2530 福島中央）

宇佐見 　透 
（2790 千葉幕張）

石田　 順一 
（2550 真岡）

細井　 保雄 
（2570 行田さくら）

押川　 弘巳 
（2730 宮崎北）

古川　 静男 
（2600 松本西南）

永田 　義邦 
（2610 高岡）

髙野孫左ヱ門 
（2620 甲府）

吉田　 隆男 
（2590 神奈川東）

北村　 仁 
（2820 水海道）

野生司義光 
（2580 東京小石川）

三浦　 眞一 
（2750 東京八王子西）

辻　 正敏 
（2630 津）

樫畑　 直尚 
（2640 和歌山）

北河原公敬 
（2650 奈良大宮）

山本　 博史 
（2660 大阪南）

㟢永　 剛 
（2740 長崎北）

木下　 光一 
（2720 大分城西）

稲山　 三治 
（2670 徳島プリンス）

吉岡 　博忠 
（2680 伊丹）

末長 範彦 
（2690 岡山）

（任期：2024 年9月10 日〜 2026 年9月定時評議会終結時まで） （任期：2024 年9月7日〜 2027年9月定時評議会終結時まで）
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米山記念奨学委員長・米山委員

地区 米 山 委 員 長 奨 学 生・ 学 友 担 当 寄 付 増 進 担 当 奨 学 生 選 考 担 当

2500 帰 山 哲 雄 北 見 長 平 圭 太 帯 広 西 鴻 巣 直 樹 網 走 小 滝 達 也 旭 川

2510 三 浦 信 一 札 幌 清 田 三 浦 信 一 札 幌 清 田 入 井 浩 樹 滝 川 滑 川 眞 永 札 幌 南

2520 白 鳥 淳 築 館 小 野 照 代 岩 沼 小野寺 勘治 一 関 中 央 白 鳥 淳 築 館

2530 菅 野 秀 士 郡 山 矢 内 好 男 船 引 佐 藤 典 祐 会 津 若 松 中 原 喜 範 郡 山

2540 清 水 俊 明 秋 田 西 境 田 未 希 秋 田 東 土 崎 俊 成 秋 田 港 杉 山 肇 本 荘

2550 田 島 良 久 馬 頭 小 川 児 玉 博 利 宇都宮さつき 渡 邉 将 宏 西 那 須 野 小原澤 公康 足利わたらせ

2560 渡 邊 嘉 子 新 津 中 央 町 田 英 樹 新 発 田 織 戸 潔 新 潟 茂岡 与士栄 新 潟 中 央

2570 一 柳 達 朗 入 間 田久保 眞理子 熊 谷 山 﨑 共 子 川 越 一 柳 達 朗 入 間

2770 小 川 和 義 鴻巣イブニング 田 邉 利 幸 上 尾 西 小 平 啓 介 大 宮 南 田 邉 利 幸 上 尾 西

2790 内 村 愛 勝 浦 山本 美代子 習志野中央 中 野 陽 介 船橋みなと 福 田 秀 人 浦 安

2800 田 中 隆 一 米 沢 沓 澤 裕 子 天 童 今 野 正 明 白 鷹 芦 野 茂 山 形 西

2820 岩 田 光 造 水 戸 東 藤 澤 昭 彦 土 浦 草 野 朋 子 常 陸 太 田 佐 谷 道 浩 古 河 東

2830 佐 藤 一 尚 青 森 清 藤 繁 光 五 所 川 原 高 井 孝 治 つ が る 野 坂 幸 子 野 辺 地

2840 矢 内 良 春 伊 勢 崎 南 森 岡 敦 史 富 岡 中 央 西田 俊太郎 沼 田 川 嶋 潤 前 橋 東

2580 追 分 義 郎 東 京 江 北 追 分 義 郎 東 京 江 北 長 井 邦 浩 東 京 浅 草 塚田 真一郎 東 京 上 野

2590 小 野 邊 薫 横浜あざみ 沼 り え 川 崎 板 橋 克 尚 横 浜 石 山 健 人 横 浜 瀬 谷

2600 岡 村 肇 長 野 北 町 田 清 佐 久 佐 藤 文 子 松 本 空 港 堀 越 倫 世 長 野

2610 松 崎 秀 規 金 沢 打 出 孝 彦 富山みらい 村 谷 哲 也 河 北 南 新 木 知 彦 金沢香林坊

2620 飯 島 崇 宏 伊 東 西 飯 島 崇 宏 伊 東 西 内 山 淑 夫 藤 枝 南 志 村 直 毅 笛 吹

2630 長谷川 隆志 岐 阜 東 長谷川 隆志 岐 阜 東 長谷川 隆志 岐 阜 東 長谷川 隆志 岐 阜 東

2750 檜 垣 慎 司 東 京 愛 宕 山 本 明 志 東京クロスシティ 遠 藤 美 香 東京銀座新 太 田 智 東 京 中 央

2760 神 谷 恵 理 愛知長久手 高 木 優 州 愛 知 三 州 武 山 卓 史 名古屋丸の内 佐藤 大五郎 小 牧

2780 米 山 俊 二 平 塚 米 山 俊 二 平 塚 後 藤 康 太 藤 沢 南 佐藤 まどか 海 老 名 欅

2640 細 川 幸 三 御 坊 東 細 川 幸 三 御 坊 東 東 本 慎 司 御 坊 東 三 木 菊 夫 和 歌 山 南

2650 片 山 隆 永 福 知 山 中 村 篤 人 京 都 紫 竹 宮 本 一 幸 大 津 成 田 和 哉 奈 良 大 宮

2660 松 田 振 興 大 阪 城 南 上 瀬 匠 大阪中之島 鎌 田 誠 大阪御堂筋本町 八 ツ 橋 直 大 阪 南

2670 尾 崎 香 理 仁 淀 石 村 浩 川 之 江 久 岡 征 司 徳 島 市 原 行 富 高 松 東

2680 竹 内 博 西 宮 北 川 博 崇 川 西 内 木 場 徹 加古川中央 竹 内 博 西 宮

2690 波多野 和雄 米 子 南 生 本 覚 岡 山 南 中 田 龍 伍 玉 島 波多野 和雄 米 子 南

2700 吉 田 廣 幸 直 方 富永 孝太朗 久 留 米 東 尾 畑 和 隆 宗 像 柳 井 慎 己 小 倉 南

2710 廣 田 昭 広 島 南 長 場 誠 広 島 中 央 廣 田 昭 広 島 南 廣 田 昭 広 島 南

2720 山 下 紀 之 人 吉 中 央 松 嶋 宏 平 八 代 南 陶 山 誠 司 2720 Japan O.K.
ロータリー E クラブ 荘 司 晃 寿 大 分 臨 海

2730 池 田 京 子 鹿 児 島 南 岩 井 久 鹿児島大学アカデミー 原 田 祐 子 鹿 児 島 東 池 田 京 子 鹿 児 島 南

2740 高 谷 信 一 長 崎 出 島 本 多 善 彦 雲仙諫早南 本 村 一 佐 賀 西 重 信 哲 佐 世 保 南

役職理事候補者指名委員会委員

専門委員会委員
財務委員会

選考・学務委員会

広報委員会

学友委員会

担当理事：田中 久夫（2840 高崎）

担当理事：井原　 實 （2770 さいたま新都心）
　　 　　  神野 重行（2760 名古屋名駅）

担当理事：相澤 光春 （2780 ふじさわ湘南）

担当理事：大久保 章宏 (2800 山形南）

滝澤 　功治 
（2680 神戸須磨）

関口　 徳雄 
（2790 浦安）

新保　 清久 
（2560 新潟万代）

鈴木　 孝雄 
（2580 東京池袋

豊島東）

アドバイザー

北村邦太郎 
（2750 東京日本橋）

矢野　宗司 
（2680 加古川中央）

相原　茂吉 
（2570 川越）

小倉　 正 
（2590 横浜）

伊藤 　三之 
（2800 山形北）

簡　仁　一 
（2660 茨木）

小泉　 久司 
（2620 甲府西）

委　 員

委　 員

委　 員

関　　邦則 
（2600 長野）

松原　六郎 
（2650 福井フェ

ニックス）

平澤　 孝夫 
（2540 秋田東）

栃木　 一夫 
（2580 東京北）

大橋 　秀典 
（2660 東大阪東）

髙橋　 秀樹 
（2560 新潟）

委　 員

委　 員

井内　 康輝 
（2710 広島南）

辻　 彰彦 
（2780 大和中）

出村知佳子 
（2510 札幌北）

小林聰一郎 
（2620 甲府北）

葭本　正美 
（2500 釧路ベイ）

森本　信一 
（2690 津山）

服部　良男 
（2760 愛知三州）

磯田　郁子 
（2660 大阪東淀

ちゃやまち）

長場　　誠 
（2710 広島中央）

何　玉　翠 
（第2660地区 

米山学友会）

嶋村 　文男 
（2580 東京 

東江戸川）

簡　梅　芳 佐々木千佳子 
（2830 十和田）

（任期：2025 年 8月22日〜 2026 年 8月定時評議会終結時まで）
ただし3 期までの再任を妨げない。資産運用担当アドバイザーを除く
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国内学友会 設立年月 国内学友会 設立年月
北海道 

(2500/2510) 1998 年12 月 山梨・静岡 
（2620）

2009 年3月1日 
設立総会

2009 年3月10日 
承認

岩手・宮城 
（2520）

2004 年 6月30日 
設立総会 2004 年10月承認 岐阜・三重 

（2630) 2000 年5月

福 島  
(2530) 1996 年11月 東京西南部 

（2750)
2016 年5月10日 

承認
2016 年 6月11日 

設立総会
秋 田  

（2540）
2007年5月20日 

設立総会 2007年7月承認 愛知 
（2760) 1997年 6月

栃 木  
(2550)

学友会（北関東）
1986 年11月 1994 年独立 神奈川（2780) 

川崎・横浜市以外
学友会（関東） 
1985 年11月 1993 年独立

新 潟  
(2560) 1996 年 6月

和歌山・大阪大和川以南 
　 柏原市を含まない 

（2640）
学友会（関西） 
1986 年5月 1996月6月独立

埼 玉 西 部  
(2570)

学友会（関東） 
1985 年11月 1993 年独立 京都・福井・滋賀 

・奈良（2650）
学友会（関西） 
1986 年5月 2001年7月独立

埼 玉 東 部  
(2770)

学友会（関東） 
1985 年11月 1993 年独立

関西(2660） 
大阪大和川以北、 

柏原市を含む
学友会（関西） 
1986 年5月

千 葉  
(2790)

学友会（関東） 
1985 年11月 1993 年独立 徳島・香川・愛媛・高知

（2670） 2003 年10月承認

山 形  
（2800）

2009 年 8月22日 
設立総会

2009 年11月 
承認

兵庫 
（2680)

学友会（関西） 
1986 年5月

2004 年5月 
独立承認

茨 城  
(2820)

学友会（北関東）
1986 年11月 1994 年独立 鳥取・島根・岡山 

（2690） 2005 年11月承認

青 森  
（2830）

2008 年7月13日 
設立総会

2008 年11月17日 
承認 九州(2700）福岡 学友会（西日本） 

1988 年7月

群 馬  
(2840) 1996 年 6月

ロータリー地区 
分割のため 

2000 年7月独立
広島・山口 
（2710)

学友会（西日本）
1988 年7月 1999 年5月独立

東 京  
(2580)

学友会（関東） 
1985 年11月

大分･熊本 
（2720）

2015 年12 月10日 
承認

2016 年2 月7日 
設立総会

神 奈 川  
（2590) 

川 崎 ・横 浜 市
学友会（関東） 
1985 年11月 1993 年独立 宮崎・鹿児島 

（2730)
学友会（西日本）

1988 年7月 2008 年2 月独立

長 野  
（2600） 2004 年5月承認 佐賀・長崎 

（2740)
2012年 4月7日 

設立総会
2013 年5月8日 

承認
富 山 ・石 川  

（2610） 2005 年12 月承認

米山学友会一覧

2025 年9月現在■ 国内学友会：33団体／ 34 ﾛｰﾀﾘｰ地区

■ 海外学友会：10 団体

海外学友会 設立年月 海外学友会 設立年月

社団法人 
中華民国扶輪米山会 

（台湾学友会）
1983 年1月発足 

2002年12 月20日社団法人認定 ネパール学友会 2013 年10月19日
設立

2013 年11月28日
承認

韓国学友会 1989 年 6月発足 モンゴル学友会 2014 年3月1日
設立

2014 年3月27日
承認

中国学友会 2009 年3月28日 
設立総会

2009 年 4月16日 
承認

スリランカ学友会 2016 年 6月25日
設立

2016 年 6月9日
承認

マレーシア学友会 2016 年9月12日
設立

2016 年12 月6日
承認

タイ学友会 2012年3月25日
設立

2012年11月21日
承認 ミャンマー学友会 2017年2 月25日

設立
2016 年12 月6日

承認

ベトナム南学友会 2023 年1月8日
設立

2023 年5月9日
承認

2023
年度

国・地域別奨学生・学友　 累計一覧（2025 学年度）

エリア 国・地域 2025 学年度 学友 累計 エリア 国・地域 2025 学年度 学友 累計継続 新規 継続 新規

アジア州 
95.0%

中国 97 289 8,416 8,802
アフリカ

州 
1.2%

トーゴ 0 0 1 1
韓国 44 82 4,813 4,939 ブルンジ 1 0 0 1
台湾 8 26 3,609 3,643 マラウイ※ 0 1 0 1
ベトナム 35 91 1,485 1,611 中央アフリカ 0 0 1 1
マレーシア 13 21 1,090 1,124 小計 7 7 292 306
インドネシア 10 26 538 574

ヨーロッ
パ州

･
NIS 
諸国 
1.9%

ロシア 0 0 62 62
モンゴル 9 24 373 406 ドイツ 2 3 50 55
ネパール 7 30 367 404 フランス 0 2 47 49
バングラデシュ 4 12 377 393 英国 0 2 41 43
タイ 3 5 384 392 イタリア 0 2 35 37
スリランカ 3 16 320 339 ウズベキスタン 2 0 31 33
ミャンマー 3 26 263 292 スペイン 0 1 20 21
インド 5 4 144 153 カザフスタン 0 2 15 17
フィリピン 1 1 97 99 スウェーデン 0 0 17 17
カンボジア 1 3 90 94 ウクライナ 1 1 13 15
イラン 1 2 74 77 ルーマニア 0 0 13 13
ラオス 1 1 67 69 ポーランド 0 0 10 10
トルコ 0 2 58 60 スイス 0 0 8 8
パキスタン 1 5 36 42 フィンランド 0 0 6 6
シンガポール 0 1 32 33 オーストリア 0 0 5 5
アフガニスタン 0 0 18 18 オランダ 0 0 5 5
イスラエル 0 0 11 11 キルギス 1 1 3 5
シリア 1 1 7 9 ブルガリア 0 1 4 5
サウジアラビア 0 0 6 6 ベルギー 0 0 5 5
パレスチナ 0 0 4 4 アルバニア 0 0 4 4
ヨルダン 0 0 3 3 トルクメニスタン 0 0 4 4
イエメン 0 0 2 2 ラトビア 0 0 4 4
イラク 0 0 2 2 リトアニア 0 0 4 4
クウェート 0 0 1 1 チェコ 0 0 3 3
小計 247 668 22,687 23,602 ハンガリー 0 0 3 3

大洋州 
0.3%

オーストラリア 1 0 18 19 アゼルバイジャン 0 0 2 2
パプアニューギニア 0 0 14 14 クロアチア 0 0 2 2
ニュージーランド 0 0 11 11 ジョージア 0 0 2 2
フィジー 0 0 9 9 スロバキア 0 0 2 2
トンガ 0 0 5 5 セルビア 0 0 2 2
ソロモン諸島 0 0 2 2 タジキスタン 0 0 2 2
ツバル 0 0 1 1 デンマーク 0 0 2 2
ニューカレドニア 0 0 1 1 ノルウェー 0 0 2 2
ミクロネシア 0 0 1 1 ベラルーシ 0 0 2 2
小計 1 0 62 63 旧ユーゴスラビア共和国 0 0 2 2

アフリカ
州

エジプト 2 2 56 60 北マケドニア 0 0 2 2
ケニア 0 2 39 41 アイルランド 0 0 1 1
ナイジェリア 1 1 23 25 アルメニア 0 0 1 1
ガーナ 0 0 19 19 エストニア 0 0 1 1
ウガンダ 0 0 16 16 ギリシャ 0 0 1 1
カメルーン 0 0 15 15 ポルトガル 0 0 1 1
セネガル 0 0 13 13 小計 6 15 439 460
コートジボワール 0 0 12 12

北・南
アメリカ

州  
1.6%

米国 2 1 126 129
タンザニア 0 0 12 12 ブラジル 0 1 93 94
エチオピア 1 0 10 11 メキシコ 1 2 46 49
チュニジア 1 0 9 10 ペルー 0 3 26 29
コンゴ民主共和国 0 0 8 8 カナダ 0 0 27 27
モロッコ 0 0 7 7 アルゼンチン 0 0 17 17
ザンビア 0 0 6 6 コロンビア 0 2 9 11
ベナン 0 0 6 6 ベネズエラ 0 0 7 7
マダガスカル 0 0 6 6 チリ 0 0 6 6
スーダン 0 0 4 4 ボリビア 0 0 6 6
モザンビーク 1 1 2 4 コスタリカ 0 1 4 5
ルワンダ 0 0 4 4 エクアドル 0 0 2 2
エリトリア 0 0 3 3 エルサルバドル 0 0 2 2
シエラレオネ 0 0 3 3 グアテマラ 0 0 2 2
マリ 0 0 3 3 ドミニカ共和国 0 0 2 2
ガボン 0 0 2 2 パラグアイ 0 0 2 2
ガンビア 0 0 2 2 ホンジュラス 0 0 2 2
リビア 0 0 2 2 キューバ 0 0 1 1
リベリア 0 0 2 2 ハイチ 0 0 1 1
南アフリカ 0 0 2 2 バハマ 0 0 1 1
アルジェリア 0 0 1 1 小計 3 10 382 395
ギニアビサウ 0 0 1 1 無国籍 無 国 籍 0 0 4 4
コンゴ共和国 0 0 1 1 総計 264 700 23,866 24,830
セーシェル 0 0 1 1 今年度国・地域数：46 / 累計：134 964

2025 年7月現在

1. 「国・地域」の表示順は、累計数の多い順。
2. 香港が中国に返還される前（1998学年度以前）に奨学生に採用された者は、香港（地域）でカウントしていたが、上記表では、香港は中国

に含む。
3.マカオが中国に返還される前（2000学年度以前）に奨学生に採用された者は、マカオ（地域）でカウントしていたが、上記表では、マカオ

は中国に含む。
4. ロシア・NIS諸国（New Independent States）：旧ソ連新独立国のうち、エストニア、ラトビア、リトアニアを除く12か国。
5. ※は本年度初めて採用のあった国・地域。
6. 2014学年度から無国籍は累計国数に含めない。

2025
年度 奨学生・学友 2025．07．01-

2026．06．30
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2025年度　奨学生・学友



組織図

米山記念奨学会事務局職員

事務局長　峯 純子　　　事務局次長　野津 美由紀　　　アドバイザー　柚木 裕子

事業 Gr.【選考・学務】 事業 Gr.【広報・学友】 管理Gr.

GL　�桒原 めぐみ 
髙島　 陽子 
岡庭 久美子 
鈴木　 隼人

GL　　　　  野津 美由紀
広報・企画　長尾　 　滉
学友　　　　薄井　 　唯

GL　　　　　　  大庭　 陽子
財務・経理　　　加藤 いずみ
寄付・システム　森　　 尚子
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2024年度　組織図・事務局
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